
春
サ
イ
ク
リ
ン
グ

滝
畑
ダ
ム
湖
畔
で
自
転
車
ゲ
ー
ト
が
開
通
し
ま
し
た
。

３
月
10
日
に
完
成
出
発
式
が
開
催
さ
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は

春
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
（
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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人口 男 女 世帯数

107,027(-137) 50,692(-67) 56,335(-70) 47,393(-17)
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観光まちづくりに参加しよう
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30、 スポーツ 32 、募集 34 、相談 35

36 かわちながの 働ライフ❶ 

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

  ◉今月の焦点１　観光まちづくりに参加しよう

◉
今
月
の
焦
点
１　

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う

豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
持
つ
奥
河
内
。

そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

本
市
の
観
光
振
興
の「
今
」を
お
伝
え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
産
業
観
光
課

くろまろ塾の認定講座や催しはこのマーク
今後の予定など詳しくは市ホームページをご覧ください。

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト

■
奥
河
内
さ
く
ら
公
園
（
長
野
公

園
長
野
地
区
）

　
山
一
面
を
覆
う
桜
が
み
ご
と
で

す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
あ
り
夜
桜

も
楽
し
め
ま
す
。

※
４
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
は
周
辺

で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
▽
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
は
４
月
15
日
㈰
ま
で
▽
時
間

は
午
後
６
時
～
９
時
。

�
長
野
公
園
管
理
事
務
所

（
☎ 

62
・
２
７
７
２
） 

■
寺
ケ
池
公
園

　
桜
が
彩
る
池
の
ほ
と
り
は
、
の

ん
び
り
と
し
た
散
策
に
最
適
で
す
。

�
寺
ケ
池
公
園
管
理
事
務
所

（
☎ 

56
・
２
１
１
１
）

■
天
野
山
金
剛
寺

　
歴
史
的
建
造
物
の
色
合
い
と
し

だ
れ
桜
の
調
和
が
美
し
い
。

拝
観
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分

入
山
料　
大
人
２
０
０
円
、
中
学

生
以
下
１
０
０
円
▽
本
坊
は
別

※
４
月
18
日
㈬
ま
で
は
金
堂
で
新

国
宝
三
尊
の
特
別
拝
観
を
実
施

（
８
０
０
円
）。

�
天
野
山
金
剛
寺

（
☎
52・
２
０
４
６
）

■
観
心
寺

　
国
宝
の
金
堂
を
彩
る
桜
。
極
上

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

拝
観
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
山
料　
大
人
３
０
０
円
、
小
中

学
生
１
０
０
円

※
４
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬
は
本
尊

御
開
帳
日
に
つ
き
特
別
拝
観
料
が

必
要（
７
０
０
円
▽
入
山
料
込
み
）。

�
観
心
寺
（
☎
62
・
２
１
３
４
）

■
府
立
花
の
文
化
園

　
様
々
な
桜
と
あ
わ
せ
て
春
の
草

花
を
楽
し
め
ま
す
。

開
園
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時（
入
園
は
午
後
４
時
ま
で
）

入
園
料　
大
人
５
４
０
円
、
高
校

生
２
２
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
月
曜
休
園
▽
祝
日
の
場
合
は
翌
日

�
府
立
花
の
文
化
園

（
☎
63
・
８
７
３
９
）

■
天
見
の
遊
歩
道

　
天
見
駅
前
の
遊
歩
道
で
、
４
月

中
下
旬
に
咲
く
八
重
桜
は
一
見
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。

�
河
内
長
野
市
観
光
協
会

（
☎
53
・
１
１
１
１
）

■
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

　
４
月
中
旬
～
５
月
上
旬
に
咲
く

ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
き
れ
い
。

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分
（
月
曜
・
火
曜
日
休
館
）

�
四
季
彩
館
（
☎
63
・
５
９
８
６
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト 

■
春
の
ウ
オ
ー
ク
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
と
共
に
～
八
重
桜
と
蘇

っ
た
加
賀
田
神
社

と
き　
４
月
19
日
㈭
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分
（
受
付
は
午

前
９
時
か
ら
▽
雨
天
中
止
）

集
合　
天
見
駅
前

コ
ー
ス　
天
見
駅
～
蟹
井
神
社
～

千
早
口
駅
～
加
賀
田
神
社
～
三
日

市
町
駅
（
約
７
・
５
㌔
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

申
し
込
み　
４
月
５
日
か
ら
電
話

で
河
内
長
野
駅
前
観
光
案
内
所
へ

（
営
業
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

４
時
▽
第
２
水
曜
日
定
休
）

�
河
内
長
野
駅
前
観
光
案
内
所

（
☎
55
・
０
１
０
０
）

■
市
民
が
創
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

八
重
桜
に
埋
も
れ
る
文
化
財
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ

と
き　
４
月
21
日
㈯
午
前
９
時
40

分
～
午
後
３
時
▽
雨
天
中
止

集
合　
天
見
駅
前

コ
ー
ス　
天
見
駅
～
高
野
街
道
～
安

明
寺
～
蟹
井
神
社
～
八
重
桜
の
並
木

道
～
天
見
温
泉
南
天
苑（
約
２・５
㌔
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）　

参
加
費　
４
２
０
０
円
（
昼
食
代
、

入
浴
料
込
み
）

申
し
込
み　
４
月
５
日
か
ら
電
話

で
ラ
ウ
ン
ド
ト
リ
ッ
プ
ま
ち
歩
き

係
へ

�
ラ
ウ
ン
ド
ト
リ
ッ
プ
ま
ち
歩
き
係

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
１
８
２
２
）

NEW

NEW
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現
在
、
市
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
季
節
に

応
じ
た
観
光
情
報
を
発
信
し
た

り
、
道
の
駅
「
奥
河
内
く
ろ
ま

ろ
の
郷
」
で
特
産
品
を
販
売
す

る
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、訪
日
外

国
人
観
光
客
の
増
加
、観
光
ニ
ー

ズ
の
変
化
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
な
ど
、観
光
を
と

り
ま
く
状
況
も
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
市
で
は
各

種
観
光
施
策
の
指
針
と
し
て「
河

内
長
野
市
観
光
振
興
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

左
記
の
４
つ
の
基
本
方
針
に
掲

げ
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、観
光

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら
施

策
を
展
開
し
、集
客
と
消
費
を
高

め
る
観
光
振
興
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、下
記
の
取
り
組
み
を
重
点

的
に
進
め
ま
す
。

　
今
後
は
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

市
の
様
々
な
魅
力
を
最
大
限
に

生
か
し
、観
光
客
の
受
け
入
れ
体

制
を
整
備
す
る
な
ど
、交
流
人
口

の
増
加
と
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

❶

▷歴史文化遺産を活用した観光拠点
づくりや観光プロモーションの強化　
▷楠木正成を活用した広域観光の推進

❷

▷ダイヤモンドトレール活用の推進
▷奥河内サイクルツーリズムの推進

❸

▷観光案内機能の強化
▷拠点発の市内周遊を促すコンテンツ
の創出

河
内
長
野
市
観
光
振
興
計
画
策
定
委
員
長

尾お

久き
ゅ
う

土ど

正ま
さ

己み

さ
ん

　
策
定
委
員
会
で
は
、
観
光
・
商

工
関
係
者
や
公
募
の
市
民
委
員
な

ど
様
々
な
意
見
、知
識
を
持
っ
た
多

士
済
々
の
人
が
集
ま
り
、市
の
観
光

振
興
を
ど
う
進
め
て
い
く
べ
き
か
議

論
を
深
め
ま
し
た
。よ
い
計
画
が
で

き
た
と
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
暮
ら
し
て
い
る
と
な
か
な
か
気
付

か
な
い
も
の
で
す
が
、市
内
に
は
自

然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
誇
れ
る
観

光
資
源
が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら

を
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル
し
、観
光

客
を
呼
び
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
、日
本
中
で
観
光
に
よ
る
ま
ち

お
こ
し
が
ブ
ー
ム
で
す
が
、
一
時
的

に
盛
り
上
が
っ
て
も
そ
れ
が
持
続
せ

ず
に
、
下
火
に
な
っ
て
い
く
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。市
が
観
光
振

興
を
続
け
る
た
め
に
は
、
長
期
的
な

視
点
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、観
光
振
興
は
一
部
の
関
係

者
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、
観

光
客
か
ら
道
を
尋
ね
ら
れ
た
と
き

に
親
身
に
応
対
す
る
こ
と
も
、実
は

観
光
振
興
に
お
け
る
重
要
な
要
素

の
一
つ
で
す
。
住
民
が
住
み
や
す
い

と
感
じ
る
ま
ち
は
、観
光
客
に
と
っ

て
も
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
は
ず
。

つ
ま
り
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
観
光

振
興
の
主
役
と
な
る
の
で
す
。

　
今
回
の
計
画
策
定
を
契
機
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
人
に
、
市
内
の
観

光
資
源
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
魅
力
の
あ
る
河
内
長
野

市
に
誇
り
に
持
っ
て
、も
っ
と
好
き

に
な
っ
て
、
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が

観
光
振
興
の
主
役
で
す

インタビュー

観光ニーズやライフスタイルの多様化など観光をとりまく状況が変わりつつあるなか
市の観光振興や魅力発信の取り組みに期待が高まっています。

そこで、新たな指針として「河内長野市観光振興計画」を策定しました。

  ◉今月の焦点１　観光まちづくりに参加しよう

観光客目線の情報発信・観光コンテンツの創出
▷WEB などを通じた情報発信の強化
▷ターゲット、目的に応じた観光案内ツールの提供　など

基本方針１

基本方針 2

基本方針 3

基本方針 4

観光客を迎える環境の整備
▷観光客を相手にした商売のきっかけづくり
▷産業と観光との接点強化　など

戦略的な観光振興の推進
▷観光マーケティング・観光マネジメントの推進
▷近隣自治体・府・国との連携方策の検討　など

観光資源の磨き上げと「点から面」への展開
▷奥河内イメージの継続および観光魅力の向上
▷ものづくり体験や農業体験などの展開　など

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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計画の基本方針のひとつにWEBでの情報発信の強化があります。
市でもターゲットや目的に応じた観光魅力を発信していきますが
市民のみなさんがSNSなどで発信する情報も貴重です。

　
３
月
９
日
、
キ
ッ
ク
ス
で
「
観
光
ま
ち

づ
く
り
＆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
河
内
長
野
市
歴

史
文
化
基
本
構
想
を
活
用
し
た
観
光
拠

点
づ
く
り
協
議
会
」が
企
画
し
た
も
の
で
、

当
日
は
、一
般
財
団
法
人
神
戸
観
光
局
Ｄ

Ｍ
Ｏ
担
当
部
長
の
塚つ

か

口ぐ
ち

明あ
き

寿と
し

さ
ん
と
、香

川
県
多た

度ど

津つ

町
広
報
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
フ

ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
日ひ

根ね

野の

太ふ
と
し之
さ
ん

が
、ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
る
意
義
や
手

法
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
二
人
の
講
演
で
は
、市
民
一
人
ひ
と
り

が
ま
ち
へ
の
愛
着
を
深
め
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
自
分
ら
し
く
表
現
す
る
こ
と

で
、
説
得
力
を
持
っ
て
魅
力
が
伝
わ
っ

て
い
く
と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
が
計
画
に
基
づ
き
、
歴
史
や
自
然

を
生
か
し
た
観
光
事
業
や
コ
ン
テ
ン
ツ

の
創
出
を
進
め
る
一
方
で
、
み
な
さ
ん

も
楽
し
み
な
が
ら
ま
ち
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
で
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
に

参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
下
表
は
市
民
が
観
光
客
に
す
す
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。
あ
な
た
な
ら
、
親
し
い
友

人
を
、
市
内
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
案
内
し
ま
す
か
。
き

っ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
出
て
い
な
い
場
所
や
お
店

な
ど
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
然
や
文
化
財
、
地

酒
や
グ
ル
メ
の
ほ
か
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
見
つ
け

た
、
ま
ち
の
良
さ
や
魅
力
、
そ
ん
な
小
さ
な
情
報
こ
そ

価
値
が
あ
り
ま
す
。
次
世
代
に
わ
が
ま
ち
の
魅
力
を
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
限
ら
ず
、
家
族

や
友
人
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
口
コ
ミ
で
河
内
長

野
市
の
魅
力
を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲日根野さん（写真左から２番目）
多度津町の魅力や現在の取り組み、フェ
イスブックやインスタグラムの特性の
違いなどを解説していました。

▲塚口さん
神戸での事例を参考に、市内の観光スポットを多くの人に
知ってもらうには、市民と行政が協力した観光まちづくりの
視点が必要と力説していました。

◀参加者のＫさん

0 500 1000 1500
観心寺

関西サイクルスポーツセンター
府立花の文化園
天野山金剛寺

滝畑ダム
滝畑四十八滝
桜（市内各所）

延命寺
岩湧山

高野街道

1,122

618

443

368

312

203

198

187

174

155

■市民が観光客にすすめる観光スポット

調査対象者に河内長野市を
訪れる観光客にすすめる観光
スポットを第１～３位まで選
んでもらい１位＝3点、２位
＝２点、３位＝１点で配点し
合計したもの
出典：平成29年河内長野市市民意識調査

　
３
月
10
日
、
滝
畑

ダ
ム
湖
畔
で
、
自
転
車
ゲ
ー
ト

の
完
成
出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
奥
河
内
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
一

環
で
、
大
阪
府
の
協
力
に
よ
り
整
備
し
た
も

の
で
す
。
当
日
は
、
34
名
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト

が
集
ま
り
、
ダ
ム
を
ぐ
る
っ
と
一
周
で
き
る

こ
と
を
祝
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
人
は
、「
次

は
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
誘
っ
て
ま
た
来
ま
す
」

と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

愛
さ
れ
る
奥
河
内
へ

　
若
い
世
代
に
、
河
内
長
野
市

に
来
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

と
質
問
す
る
と
、「
よ
く
、
子

ど
も
の
こ
ろ
に
関
西
サ
イ
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た

よ
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き

ま
す
。
こ
こ
は
変
わ
り
種
自

転
車
な
ど
の
様
々
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
の
観
光
施
設
。
大

阪
万
博
２
０
２
５
が
実
現
す
れ

ば
、
世
界
中
の
人
々
に
郊
外
レ

ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
売
り
込
め

る
可
能
性
の
あ
る
「
子
連
れ
お

出
か
け
ス
ポ
ッ
ト
」
で
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
健
康
ブ
ー
ム

の
影
響
も
あ
り
、
市
内
で
多
く

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
見
か
け
ま

す
。
大
阪
都
心
か
ら
少
し
離

れ
た
郊
外
で
、大
自
然
の
新
鮮

な
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
自
転

車
で
駆
け
巡
る
人
々
が
着
実
に

増
え
て
い
ま
す
。
天
野
街
道
や

高
野
街
道
、
天
見
近
辺
の
廃
線

跡
、
石
見
川
沿
い
な
ど
が
人
気

の
コ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、道
の
駅

に
自
動
車
で
来
て
、
電
動
ア
シ

ス
ト
タ
イ
プ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
に
乗
り
換
え
て
四
季
折
々
の

風
景
を
満
喫
す
る
年
配
の
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
滝
畑
ダ
ム
の
湖
畔
を

自
転
車
で
周
遊
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
平
成

34
年
度
に
は
天
野
山
金
剛
寺
と

観
心
寺
近
辺
を
結
ぶ
ふ
る
さ
と

農
道
が
開
通
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
市
で
は
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
に
愛
さ
れ
る
奥
河
内
を

め
ざ
し
、
体
制
を
強
化
し
集
客

と
消
費
を
高
め
る
観
光
振
興
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

河
内
長
野
市
長
　
島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

  ◉今月の焦点１　観光まちづくりに参加しよう

インスタグラムの写真
は明るめで、統一性を
持たせると良い

今はブログをやってい
ますが、ＳＮＳでも発
信していきたいですね
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◉今月の焦点２　　　　歯の健康

　
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
、
震
災
関
連
死
の
う
ち
、

24
・
２
％
が
肺
炎
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、歯

み
が
き
が
で
き
な
い
こ
と
で
増
加

し
た
口
内
細
菌
が
唾
液
と
と
も
に

肺
に
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
体
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、

緊
急
時
の
口
腔
ケ
ア
は
と
て
も
大

切
で
す
。

　
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
は
、
水

不
足
な
ど
か
ら
飲
み
水
が
優
先
さ

れ
、
普
段
と
同
じ
口
腔
ケ
ア
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

状
況
に
応
じ
た
口
腔
ケ
ア
の
方
法

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
歯
ブ
ラ
シ
が
な
い
場
合

　
濡
ら
し
て
固
く
絞
っ
た
タ
オ
ル
、

ハ
ン
カ
チ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
ど
を
指
に
巻
き
つ
け
、
歯
や

歯
ぐ
き
、
入
れ
歯
に
つ
い
た
汚
れ

を
取
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
入
り

の
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
口
の

中
が
渇
き
や
す
く
な
る
の
で
避
け

ま
し
ょ
う
。

　
唾
液
は
口
の
中
の
汚
れ
を
洗
い

流
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
水
が
不
足
し
て
い
る
場
合

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ウ
ェ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
歯
ブ
ラ
シ
の

汚
れ
を
で
き
る
だ
け
拭
き
取
り
な

が
ら
歯
み
が
き
を
し
ま
す
。
う
が

い
の
水
は
一
気
に
口
に
含
む
の
で

は
な
く
少
量
ず
つ
数
回
に
分
け
る

方
が
効
果
的
で
す
。

■
災
害
時
の
備
え
と
し
て
、
口
腔

ケ
ア
用
品
の
準
備
を

　
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
緊
急
処

置
で
す
。
物
資
の
供
給
や
水
の
確

保
が
安
定
し
た
ら
、
通
常
通
り
の

口
腔
ケ
ア
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
食
料
や
水
、
懐
中
電
灯
な
ど
は

備
え
て
い
て
も
、
口
腔
ケ
ア
用
品

は
忘
れ
が
ち
で
す
。
非
常
用
持
ち

出
し
袋
に
歯
ブ
ラ
シ
、
う
が
い
用

薬
液
な
ど
も
忘
れ
ず
に
入
れ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
生
涯
健
康
で
過
ご
す
た
め
に
大
切
な
こ
と

は
？
と
聞
か
れ
た
ら
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？
「
運
動
」「
栄
養
」「
睡
眠
」
な
ど
の
中

で
、「
歯
・
口
の
健
康
」
を
思
い
浮
か
べ
る

人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
歯
・
口
の
機
能
が
衰
え

る
と
、
食
べ
ら
れ
る
物
の
種
類
や
形
態
が

限
ら
れ
て
き
ま
す
。
低
栄
養
状
態
に
な
り
、

体
が
弱
く
病
気
が
ち
に
な
り
、
介
護
さ
れ

る
状
態
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　

　
口
は
栄
養
摂
取
の
入
口
で
す
。
噛
む
こ
と
、

飲
み
込
む
こ
と
は
生
き
る
力
で
す
。「
歯
・

口
の
健
康
」
は
実
は
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

　
口
の
中
の
代
表
的
な
疾
患
、
む
し
歯
と

歯
周
病
。
こ
れ
ら
の
原
因
は「
細
菌
」。「
細

菌
」
が
集
合
体
と
な
っ
て
い
る
の
が
プ
ラ

ー
ク
（
歯し

垢こ
う

）
で
す
。
プ
ラ
ー
ク
は
、
水

に
溶
け
に
く
く
粘
着
性
が
あ
る
た
め
、
う

が
い
で
は
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
歯
み
が
き
は
こ
の
プ
ラ
ー
ク
を
取
り
除

き
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

「
歯
と
歯
の
間
」「
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
」

「
か
み
合
わ
せ
の
面
」
な
ど
は
、
プ
ラ
ー
ク

が
つ
き
や
す
い
所
で
す
。
歯
間
ブ
ラ
シ
な

ど
の
補
助
器
具
も
使
っ
て
、

し
っ
か
り
プ
ラ
ー
ク
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

　
歯
み
が
き
の
基
本
は
１
か
所
を
20
回
以

上
、
歯
並
び
に
合
わ
せ
て
み
が
く
こ
と
で

す
。
左
写
真
を
参
考
に
歯
み
が
き
の
基
本

を
守
り
な
が
ら
、
工
夫
し
て
歯
ブ
ラ
シ
が

届
き
に
く
い
と
こ
ろ
も
丁
寧
に
み
が
き
ま

し
ょ
う
。

歯と口の健康を維持することは生活の質を高めます。　　　　 生涯にわたりご自分の歯で健康に過ごせるように、             
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 定期検診を受け、正しい歯みがきを心がけましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問い合わせ　保健センター

Ｑ . いつ歯みがきすればいい？
Ａ . 飲食した後は口の中で細菌が糖を
使って酸を作り、歯の表面を溶かしま
すので、「食べたら歯みがき」の習慣を
つけることが大切です。特に寝ている
間は唾液の分泌量が減るので、細菌が
活動、繁殖しやすくなります。
　そのため、寝る前に細菌の数を減ら
しておくことが重要です。寝る前の歯
みがきは時間をかけて丁寧にみがいて
ください。

Ｑ . 歯みがきにかける時間は？
Ａ . 目安として、しっかりとプラーク
を除去するには 10 分くらい必要です。
テレビを見ている時間など、うまく歯
みがきの時間を作ってください。時々、
鏡をみながらチェックしましょう。

Ｑ . 歯ブラシの交換時期は？
Ａ . 歯ブラシは毛先が開いたり、毛の弾力性がなくなったりする
と、歯にきちんと当たりにくくなり、効果的にプラークを落とせ
なくなるので早めに交換しましょう。目安は１か月に１本です。

Ｑ .きちんとみがけているか
チェックする方法は？

Ａ . 歯みがきした後に、自分の舌で歯の表
面を触ってみてください。ザラザラした感
触のところはプラークです。この方法は舌
の体操にもなりますのでお勧めです。
　市販の「歯垢染色剤」はプラーク部分を
染色してくれます。プラークは乳白色で歯
と同じような色をしていますので、染色す
るとよくわかります。

Ｑ . 歯みがきのアイテム選びは？
Ａ . 人によって歯の形や歯並びは違うので、
自分の歯の状態に合った歯ブラシや補助器
具を歯科医院で選びましょう。
　また歯みがき剤を使うとブラッシングの
効果を高めます。歯みがき剤は種類によっ
て利点と欠点がありますので、目的に合わ
せて歯科医院で選んでもらいましょう。

�ペンを持つように歯ブラシを持つ
余計な力を入れずにみがくことができ
ます

�毛先を歯の面にあてる
歯ブラシの毛先を歯と歯ぐきの境目、
歯と歯の間に、きちんと当てます

�軽い力で小刻みに動かす
歯ブラシの毛先が広がらない
程度の力で、丁寧にみがきます

歯
科
衛
生
士

阪
本
典
子
さ
ん

小
刻
み
に
左
右
に

動
か
し
て
ね
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健
康

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

季節を感じられる、おすすめレシピを奥河内くろまろ
の郷からご紹介します。４月は春が旬の野菜、スナッ
プエンドウ。みそとの相性も良く、おかずやおつまみ
にぴったりでどんどん食べられます。

スナップエンドウ…250g、豚ミンチ…50g、おろしにんにく・
おろししょうが…小さじ１、A（みそ…50g、砂糖・酒・濃口醤
油…大さじ１、サラダ油…小さじ２、一味・うまみ調味料…少々）

「わいの肉味噌」（レストランとビジターセンターで販売）を
使えばスナップエンドウと炒めるだけで簡単にできますよ。

材料（４人分）
�フライパンに油を引き、しょうが・にんにくを炒める。
�香りが出てきたら、豚ミンチを入れ炒める。
�筋を取り除いたスナップエンドウを入れ炒める。
�スナップエンドウが透き通ってきたら A を入れる。
�全体を炒めあわせ、混ざればできあがり。

作り方

吉
よし

留
どめ

シェフ

クックパッド 河内長野市の公式ページ►
�奥河内くろまろの郷（☎ 56-9606）
ビュッフェレストラン奥河内に４月１日からこのメニューが登場します。

休日急病診療所

　日曜・祝日および年末年始に
応急歯科診療をしています。
とき　午前10時～11時40分、
午後１時～３時40分
�休日急病診療所

（保健センター横、☎55-0300）
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医
療
機
関
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

■
６
～
７
月
の
乳
が
ん
検
診

対
象　
40
歳
以
上
で
平
成
30
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
平
成
29
年

度
に
未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　
第
１
～
４
土
曜
日
の
午
前
中

と
こ
ろ　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

費
用　
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
16
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
可

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

骨
髄
移
植
患
者
な
ど
に
予
防
接

種
の
再
接
種
費
用
を
助
成

　
骨
髄
移
植
な
ど
に
よ
り
接
種
済

み（
予
防
接
種
法
に
定
め
る
A
類
）

の
免
疫
が
消
失
し
、
再
接
種
が
必

要
な
20
歳
未
満
の
人
が
４
月
１
日

以
降
に
再
接
種
を
行
っ
た
場
合
、

そ
の
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

助
成
す
る
制
度
が
新
た
に
で
き
ま

し
た
。

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

新
会
員
プ
ラ
ン
ス
タ
ー
ト

　
４
月
か
ら
、
活
動
量
計
を
用
い

た
新
プ
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

◎
ウ
ェ
ル
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
会
員
＝
月

３
０
０
０
円
（
月
４
回
利
用
）

◎
レ
ギ
ュ
ラ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
＝
月

６
６
０
０
円

◎
ホ
リ
デ
ー
ナ
イ
ト
サ
ポ
ー
ト
会

員
＝
月
５
６
０
０
円

▽
現
在
す
で
に
入
会
中
の
人
は
、

今
ま
で
の
月
会
員
に
プ
ラ
ス
６
０

０
円
で
入
会
で
き
ま
す

※
ジ
ュ
ニ
ア
短
期
教
室
も
実
施
中

▽
詳
し
く
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ォ
レ

ス
ト
三
日
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（ http://w
w

w
.hos-w

ellness.
com

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
62
・
１
９
１
９
）

■
歯
周
病
は
体
の
健
康
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す

　
成
人
の
多
く
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
歯
周

病
は
、
身
体
の
病
気
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
糖
尿
病
は
歯
周
病
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
病
気
の
一
つ
で
す
。
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
、

歯
周
病
を
発
症
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
相
互
に

炎
症
性
の
物
質
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歯
周
病
の
患
者
さ
ん
は
、
心
臓
血
管
系
の
疾
患
や

動
脈
硬
化
を
発
症
し
や
す
い
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
す
。 

さ
ら
に
、
歯
の
本
数
と
認
知
症
の
発
症
に

も
関
連
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
高
齢
者
の
肺
炎
の
ほ
と
ん
ど
が
、

口
の
中
の
細
菌
が
影
響
し
て
い
る
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
口
腔
機
能
の
低
下
（
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）は
、
放
置
す
る
と
低
栄
養
や
、
誤

嚥
性
肺
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
、
全

身
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
歯
・
口
腔

の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
う
え

で
不
可
欠
で
す
。

■
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
歯
周
病
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た

め
に
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
存
在
は
大
切
で
す
。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
は
全
身
の
状
態
を
把
握
し
な

が
ら
治
療
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
医
科
歯
科
連
携

を
し
な
が
ら
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
は
骨こ

つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
うの

人
の
歯
科
治
療
は
、

困
難
な
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
安
全
に
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
入
院
前
に
は
歯
科
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
お
口
の
ケ
ア
を
行
い
、
細
菌
数
を
少
な
く
す
る

こ
と
で
、
合
併
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
術
後
早
期
に
食
事
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
早
期
の
回
復
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
通
院
が
困
難
な
人
は
市
歯
科
医
師
会
の
在
宅
歯

科
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
54
・
２
０
０
２
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
口
腔
ケ
ア
、
治
療
は
も
ち
ろ

ん
、
う
ま
く
飲
み
込
め
て
い
な
い
人
へ
の
支
援
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
一

度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
歯
の
健
康
は
人
生
を
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す

　
近
年
は
、
80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う

８
０
２
０
運
動
の
達
成
者
も
多
く
な
り
ま
し
た
。さ

ら
に
、
子
ど
も
の
む
し
歯
も
、
保
護
者
の
方
の
関

心
が
高
く
、
着
実
に
減
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
と
口
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
生
活
の

質
を
高
め
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
り
自
分
の
歯
で
健

康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、市
歯
科
医
師
会
は
、色
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
定
期

検
診
を
受
け
る
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

藤田歯科医院（美加の台）
藤田進歯科医師

◉今月の焦点２　歯の健康

保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

歯
科
教
室
・
相
談
・
検
診

■
お
口
の
健
康
教
室

　
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
実
習
な
ど
。

■
歯
っ
ぴ
ー
ス
マ
イ
ル
教
室

　
歯
周
病
菌
チ
ェ
ッ
ク
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
実
習
な
ど
。

■
マ
マ
の
た
め
の
歯
み
が
き
教
室

　
マ
マ
の
歯
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
、
む
し
歯
菌
の
検
査
、
子
ど
も

の
む
し
歯
予
防
の
話
な
ど
。

■
す
く
す
く
歯
科
相
談

　
お
口
に
関
し
て
の
心
配
ご
と
に

つ
い
て
、
子
ど
も
の
歯
と
口
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
個
別
相
談
。

■
歯
周
疾
患
検
診

　
今
年
度
40
・
50
・
60
・
70
歳
に

な
る
人
に
は
５
月
中
旬
ご
ろ
に
受

診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
年
間
事
業
案
内
・
広
報
紙
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー
年
間
事
業
案
内

を
配
布

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
診

査
事
業
や
予
防
接
種
事
業
、
相
談

事
業
、
母
子
保
健
事
業
、
取
扱
医

療
機
関
な
ど
を
ま
と
め
た
平
成
30

年
度
「
保
健
セ
ン
タ
ー
年
間
事
業

案
内
」
を
、
本
紙
と
同
時
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
１
年
間
使
用
し
ま

す
の
で
、
見
や
す
い
場
所
に
保
管

し
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

対
象
の
み
な
さ
ん
は
、

が
ん
検
診
や
予
防
接
種

な
ど
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

市
政
と
関
連
情
報　

モ
ッ
ク
ル
生
活
ガ
イ
ド



子育て 市政と関連情報 モックル生活ガイド

ベビータイム ヨチヨチタイム

対
象
１歳未満の子どもとその保
護者

９か月～１歳６か月の子ど
もとその保護者

と
こ
ろ
・
と
き

◎あいっく＝①第１月曜日と
第３金曜日午後１時30分
～３時②第１金曜日午前
10時～11時30分
　※①は市内在住者のみ。

◎千代田公民館＝第２木曜
日午前 10 時～ 11時 30
分と第４木曜日午後１時
30分～３時

◎あいっく＝①第１月曜日
と第３金曜日午前10時～
11時 30分②第１金曜日
午後１時30分～３時
　※①は市内在住者のみ。

◎千代田公民館＝第２木曜
日午後１時30分～３時と
第４木曜日午前10時～
11時30分

※いずれも当日直接会場へ▷対象年齢以外の子どもは参加できませ
ん▷会場の都合により開催しない場合があります。
問い合わせ　あいっく（☎ 50-4664）

★遊びに来てね★
◉あいっくわくわく広場
対象　就学前の子どもとその保護者
とき　水曜日を除く毎日午前 10時～午後５時 30分
◉ベビータイム・ヨチヨチタイム

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と４月２日㈪・９日㈪・
16 日㈪午前 10 時～午後３時 30 分▷４
月 16 日㈪＝「こいのぼり飾りを作ろ
う！」（午前 11時～）、20 日㈮＝「みん
なでストレッチ体操！」（午前 11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時～午後３時
４月18 日㈬＝「端午の節句・お飾りを作
ろう」（午前 10 時～正午）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 4 月 11 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 4 月 20 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 4 月 25 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

1213 広報かわちながの●平成30 年（2018）４月号

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者　

と
き
・
と
こ
ろ　
４
月
13
日
㈮
＝

中
村
池
公
園
、
27
日
㈮
＝
寺
ケ
池

公
園
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
30
分
～
正
午
（
雨
天
中
止
）　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❷
実
家
が
遠
い
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
実
家
が
遠
い
保
護
者
と
就

学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）　

と
き　
４
月
19
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❸ 
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
親
子
で
、
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本

を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

歳
６
か
月
～
２
歳
６
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
４
月
26
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時　

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❹
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム　

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士

で
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
12

月
14
日
～
30
年
３
月
14
日
生
ま
れ

の
第
１
子
と
そ
の
母
親

と
き　
５
月
14
日
㈪
・
21
日
㈪
・

28
日
㈪
、
６
月
４
日
㈪
午
後
1
時

～
3
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ　

❺
親
子
で
あ
そ
ぼ

　
親
同
士
の
情
報
交
換
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
親
子
遊
び
を
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
４

月
２
日
～
９
月
30
日
生
ま
れ
の
市

内
在
住
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
５
月
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・

22
日
㈫
・
29
日
㈫
午
前
10
時
15
分

～
11
時
45
分
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

定
員　
12
組
（
抽
選
・
初
参
加
者

優
先
）

❻
マ
マ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
を
持
つ
母
親
（
子
ど
も
同
室

可
）

と
き　
４
月
24
日
㈫
午
前
10
時
15

分
～
午
後
０
時
15
分
の
う
ち
30
分　

定
員　
30
人
（
抽
選
）

❼
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　
未
就
園
の
お
友
だ
ち
が
集
ま
っ

て
ロ
ー
ル
紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
28
年
4

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
未
就
園

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
4
月
26
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午

❸
～
❼
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

子
育
て

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
４
月
11
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
３
月
30
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、�
50
・
４
６
６
５
）

■２～３歳児と保護者対象
▷とき　４月11日㈬・25 日㈬
午後２時 30 分～（15 分程度）▷定員　各 10 組（先着順）
■４歳～就学前の子ども対象
▷とき　４月11日㈬・25 日㈬午後３時 30 分～（30 分程度）
▷定員　各 25 人（先着順）
■小学生対象
▷とき　４月７日㈯・28 日㈯午前 11時～、４月 21日㈯午後
２時～（30 分程度）　▷定員　各 25 人（先着順）
※いずれも当日直接図書館へ（４月 28 日は保護者も入場可）。
�図書館（☎ 52-6933）

　児童を対象に絵本の読み聞かせや手遊びなどをします。
▷とき　４月 21日㈯、５月19 日㈯午後３時～ 3 時 30 分　
▷ところ　千代田公民館　▷定員　30 人（先着順）
※当日直接会場へ。
�千代田公民館（☎ 55-1125）

▷対象　２歳６か月～４歳の子どもとその保護者　▷とき　４
月19 日㈭、５月17 日㈭午前 10 時 30 分～ 11時 30 分　
▷ところ　三日市公民館　▷定員　各 10 組（先着順）　▷申し
込み　各月の５日から同館へ
�三日市公民館（☎ 62-6155）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

図
書
館
の
催
し

■
子
ど
も
読
書
の
日
お
は
な
し
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ

　
４
月
23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日

に
ち
な
み
、
お
は
な
し
の
へ
や
を

開
放
し
て
大
型
絵
本
や
手
遊
び
な

ど
を
楽
し
み
ま
す
。

と
き　
４
月
22
日
㈰
午
後
２
時
～

２
時
40
分

■
こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
～
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
、
自
由
に
手
に
と

っ
て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き　
４
月
６
日
㈮
・
13
日
㈮
・

20
日
㈮
・
27
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
４
時

※
４
月
か
ら
金
曜
日
の
開
催
に
な

り
ま
す
。

■
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、

絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

と
き　
４
月
19
日
㈭
、
５
月
17
日

㈭
午
前
10
時
20
分
～
11
時
（
１
歳

児
向
け
）、午
前
11
時
20
分
～
正
午

（
２
歳
児
向
け
）　

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

※
す
べ
て
図
書
館
で
開
催
▽
当
日

直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す

■
資
格
取
得
を
支
援
～
高
等
職
業

訓
練
促
進
給
付
金
～

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

支
給
内
容　
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に

養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、申
請

月
か
ら
最
大
10
万
円
を
支
給

※
所
得
制
限
あ
り
▽
事
前
相
談
が

必
要
▽
相
談
は
お
早
め
に
。

■
講
座
受
講
料
を
補
助
～
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
金
～

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

支
給
内
容　
雇
用
保
険
制
度
の
教

育
訓
練
給
付
に
あ
た
る
講
座
を
受
講

す
る
場
合
、
受
講
料
の
一
部
を
補
助

※
所
得
制
限
あ
り
▽
必
ず
受
講
前

に
相
談
を
。

■
講
座
受
講
料
を
補
助
～
高
等
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
支
援
～

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

支
給
内
容　
民
間
事
業
者
が
実
施

す
る
高
卒
認
定
試
験
対
策
講
座
を

受
講
す
る
場
合
、
受
講
科
の
一
部

を
補
助

※
対
象
外
の
講
座
あ
り
▽
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
病
気
な
ど
の
時
に
家
庭
生
活
支

援
員
を
派
遣
～
日
常
生
活
支
援
～

内
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、

一
時
的
な
病
気
な
ど
で
日
常
生
活

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
場

合
、
食
事
の
世
話
や
掃
除
な
ど
の

た
め
の
家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣

※
所
得
に
よ
り
自
己
負
担
あ
り
▽

事
前
登
録
が
必
要
。

■
父
母
の
就
労
を
支
援
～
自
立
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
～

内
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
に

自
立
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、

求
職
、
転
職
、
資
格
取
得
に
つ
い

て
支
援

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

■
困
っ
た
時
は
相
談
を
～
ひ
と
り

親
家
庭
相
談
～

と
き　
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分（
祝
休
日
を
除
く
）

内
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
の

自
立
に
関
す
る
こ
と
（
離
婚
、
就
労
、

貸
し
付
け
な
ど
）
に
つ
い
て
の
母

子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ
る
相
談

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

�
子
ど
も
子
育
て
課
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会
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自
治
会
・
町
会
に
加
入
を

　
自
治
会
・
町
会
は
地
域
住
民
が

自
ら
地
域
に
つ
い
て
考
え
、
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
お
互
い
を
理
解

し
あ
い
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
集
会
所
、
防
犯
灯
、
ご

み
置
場
な
ど
の
維
持
管
理
や
、
地

域
美
化
、
交
通
安
全
、
防
犯
・
防

災
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん

に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、自
治
会
・

町
会
に
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
加
入
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
地
域
の
自
治
会
・
町
会
長
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
自
治

会
の
設
立
な
ど
の
相
談
は
自
治
協

働
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
自
治
協
働
課

自
治
会
回
覧
板
の
無
料
配
布

　
消
費
者
行
政
の
啓
発
事
業
の
一

環
で
、
悪
質
商
法
な
ど
の
手
口
や

そ
の
対
処
法
な
ど
の
情
報
を
掲
載

し
た
回
覧
板
を
作
成
し
ま
し
た
。

※
希
望
さ
れ
る
自
治
会
・
町
会
は

直
接
窓
口
へ
。

�
自
治
協
働
課

市
の
組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
と
、
効

率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
、
次
の

と
お
り
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

◎
都
市
創
生
課

空
地
・
空
家
に
関
す
る
窓
口
を
都

市
創
生
課
に
一
元
化
し
、
新
た
に

空
家
対
策
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
税
務
課

徴
収
体
制
の
強
化
と
組
織
の
ス
リ

ム
化
を
図
る
た
め
、
納
税
係
と
債

権
回
収
係
を
統
合
し
、
債
権
管
理

係
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
経
営
総
務
課

上
下
水
道
事
業
を
一
体
的
か
つ
効

率
的
に
執
行
す
る
た
め
、総
務
係
・

企
画
係
・
財
務
係
の
３
係
を
、
総

務
会
計
係
・
企
画
財
務
係
に
再
編

し
ま
し
た
。

�
政
策
企
画
課

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者
（
所

得
・
世
帯
な
ど
要
件
あ
り
）

住
宅　
桜
ケ
丘
住
宅
１
戸
（
一
般

世
帯
向
け
▽
３
Ｄ
Ｋ
）

申
し
込
み　
４
月
17
日
か
ら
都
市

創
生
課
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
で

５
月
１
日
ま
で
に
同
課
へ
（
郵
送

市議会議員一般選挙投票日は４月22日㈰
　任期満了に伴う市議会議員一般選挙を次の日程で実施します。
■投開票の日時と場所
投票日時　４月 22 日㈰午前７時～午後８時
投票場所　入場整理券に記載の投票所
開票日時　４月 22 日㈰午後９時 10 分～
開票場所　市民総合体育館
■期日前投票
　投票日当日に仕事や冠婚葬祭などで投票所に行けない人は、期
日前投票をしましょう。
投票日時　４月16 日㈪～ 21日㈯午前８時 30 分～午後８時
投票場所　市役所 802 会議室（８階）
■投票できる人
　平成 12 年４月 23 日までに生まれた日本国民で、平成 30 年１
月14 日までに河内長野市に転入届出（住民登録）をし、引き続
き居住している人。
■選挙公報
　投票日の前日までに各家庭に配布します。また、市ホームペー
ジにも掲載します。
■障がい者・要介護者のみなさんへ
　障がいや要介護状態などのために投票が困難な場合は、一定
の条件に該当すれば郵便などによる不在者投票や代理記載制度
を利用することができます。
※市ホームページに「選挙のお知らせ」と「投開票速報」を掲載
しますのでご覧ください。
問い合わせ　選挙管理委員会事務局

不
可
）

�
都
市
創
生
課

府
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　
募
集
案
内
・
申
込
書
は
都
市
創

生
課
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。
申
し

込
み
方
法
や
資
格
な
ど
は
募
集
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間　
①
４

月
２
日
㈪
～
16
日
㈪
、
②
６
月
１

日
㈮
～
15
日
㈮
、
③
８
月
1
日
㈬

～
15
日
㈬

※
大
阪
府
営
住
宅
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

�
大
阪
府
営
住
宅
藤
井
寺
管
理
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
７
２
・
９
３
０
・

１
０
９
０
）

安
全
安
心

そ
の
他

高
齢
者
交
通
安
全

運
転
者
研
修
会

■
ゲ
ー
ム
感
覚
で
自
分
の
俊
敏
性

を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
運
転
中
の
状
況
判
断
や
動
作

が
以
前
に
比
べ
て
遅
く
な
っ
た
」

と
感
じ
た
経
験
は
な
い
で
す
か
。

検
査
器
で
自
分
の
俊
敏
性
を
測
定

し
、
自
覚
す
る
こ
と
で
、
ゆ
と
り

を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
、
交
通

事
故
防
止
へ
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

と
き　
４
月
12
日
㈭
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
都
市
創
生
課
ま
た
は
河
内
長
野

警
察
署
（
☎
54
・
１
２
３
４
）

４
月
６
日
～
15
日
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■
運
動
の
重
点
目
標

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通

事
故
防
止

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◎
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

◎
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

■
期
間
中
の
主
な
行
事

◎
４
月
６
日
㈮
午
前
７
時
10
分
～

＝
初
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
三
日
市

町
駅
前
広
場
）

◎
４
月
７
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

＝
親
子
の
交
通
安
全
教
室
（
大
阪

サ
ヤ
マ
自
動
車
学
院
）

◎
４
月
10
日
㈫
午
後
５
時
30
分
～

＝
車
両
パ
レ
ー
ド
（
河
内
長
野
駅

前
周
辺
）　

◎
４
月
13
日
㈮
午
前
７
時
30
分
～

＝
交
通
安
全
早
朝
街
頭
指
導
（
主

要
交
差
点
）、午
後
４
時
～
街
頭
指

導
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
西
友
千

代
田
店
周
辺
）

■
子
ど
も
交
通
安
全
教
室

　
府
交
通
安
全
協
会
の
指
導
員
が
、

自
転
車
の
実
技
指
導
を
行
い
、
子

ど
も
免
許
証
を
交
付
し
ま
す
。

と
き　
４
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
関
西
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー

春の火災予防運動に伴う
街頭防火キャンペーンを実施

　３月１日、午前 7 時 30 分から春の火災予防運動
の一環で、河内長野市防火協会、危険物取扱者部会、
自衛消防隊部会、女性部会の役員が中心となって街
頭防火啓発を行いました。千代田駅、河内長野駅、三
日市町駅の各駅前で、通勤や通学途中の市民に対し、
防火啓発用ティッシュや爪

つ ま

楊
よ う

枝
じ

の配布をしました。

株式会社リンクと災害時の機材提供協定を締結
　２月 16 日、建機レンタルの株式会社リンクと、

「上下水道事業の災害時における機材の提供に関す
る協定」を締結しました。この協定は災害時におい
て、優先的に建設機材などの提供を受けることで迅
速な災害腹旧を進めるものです。

消防合同訓練を実施
　２月 26 日、社会福祉法人 長野社会福祉事業財団 
スリーハートの丘で、春の全国火災予防運動に伴う
消防合同訓練が実施されました。河内長野ライオン
ズクラブ会長の河合洋次さんを１日消防署長に迎え、
はしご車による救出や応急処置の訓練などが行われ、
参加した人たちは、防火意識を新たにしていました。

ツ
セ
ン
タ
ー

�
都
市
創
生
課
ま
た
は
河
内
長
野

警
察
署
（
☎
54
・
１
２
３
４
）
ま

た
は
河
内
長
野
交
通
安
全
自
動
車

協
会
（
☎
53
・
３
０
９
２
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

と
き　
４
月
25
日
㈬
午
後
２
時

内
容　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た
情
報

伝
達
訓
練
で
、
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー

と
個
別
受
信
機
が
鳴
り
ま
す
。

�
危
機
管
理
課

フォト
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狂
犬
病
予
防
注
射
と

飼
い
犬
の
登
録
を
お
忘
れ
な
く

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
左
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら

日
時
や
会
場
数
が
変
更
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　
生
後
91
日
以
上
の
犬

費
用　
３
２
５
０
円

持
ち
物　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
手
数
料
領
収
書
と
注
射
済
証

（
市
内
で
飼
い
犬
登
録
を
し
て
い

る
人
に
は
３
月
下
旬
に
郵
送
し
て

い
ま
す
▽
問
診
表
に
記
入
・
署
名

の
う
え
会
場
に
持
参
を
▽
左
表
の

会
場
以
外
で
受
け
る
場
合
は
各
動

物
病
院
で
料
金
の
確
認
を
）

※
雨
天
に
よ
り
延
期
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
▽
延
期
日
は
４
月
18
日

㈬
ま
た
は
19
日
㈭
▽
延
期
の
場
合

は
当
日
、
広
報
車
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
留
意
を

　
来
場
の
際
は
飼
い
犬
を
十
分
に

制
御
で
き
る
人
が
付
き
添
い
、
首

輪
や
引
き
綱
（
気
性
の
荒
い
犬
や

か
み
癖
の
あ
る
犬
に
は
必
ず
口

輪
）
な
ど
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
を
飼
う
時
は
登
録
を

　
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
を
飼

う
時
は
登
録
が
必
要
で
す
。
会
場

ま
た
は
環
境
政
策
課
で
登
録
で
き

ま
す
（
登
録
料
３
０
０
０
円
）。

　

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
時
や
転

入
・
転
出
し
た
時
も
変
更
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
環
境
政
策
課

■
多
頭
飼
育
の
場
合
は
届
け
出
を

　
１
つ
の
場
所
で
犬
や
猫
を
10
頭

以
上
飼
っ
て
い
る
人
は
府
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
を
。

�
府
動
物
愛
護
畜
産
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
６
１
５
）

■
飼
い
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら

　
行
方
不
明
に
な
っ
た
日
時
や
場

所
、
犬
の
情
報
を
府
動
物
愛
護
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
河
内
長
野
警

察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
８
２
１

２
）、
河
内
長
野
警
察
署
（
☎
54
・

１
２
３
４
）

障
が
い
者

重
度
障
が
い
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

対
象　
市
内
在
住
の
身
体
障
が
い

者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
人
（
本
市
以
外
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
を
持
つ
人

は
除
く
）

助
成
方
法　
１
乗
車
に
つ
き
初
乗

り
運
賃
相
当
額
の
利
用
券
を
交
付

※
申
請
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
月

数
×
２
枚
（
年
間
最
大
24
枚
）。

申
請　
印
鑑
と
障
が
い
者
手
帳
を

持
っ
て
障
が
い
福
祉
課
へ

※
平
成
29
年
度
に
利
用
券
を
受
け

た
人
に
は
４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

�
障
が
い
福
祉
課

養
成
講
座
い
ろ
い
ろ

　
視
覚
・
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

対
象　
府
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　
６
月
16
日
～
12
月
８
日
の

土
曜
日
（
全
21
回
）

と
こ
ろ　
府
障
が
い
者
社
会
参
加

促
進
セ
ン
タ
ー（
大
阪
市
天
王
寺
区
）

定
員　
手
書
き
コ
ー
ス
、
Ｐ
Ｃ
コ

ー
ス
各
20
人

■
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
中
級
養
成

講
座

対
象　
府
内
在
住
・
在
勤
で
初
級

養
成
講
座
修
了
者

と
き　
６
月
７
日
～
11
月
29
日
の

木
曜
日
（
全
24
回
）

と
こ
ろ　
府
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
天
王
寺
区
）

定
員　
各
25
人

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
▽
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　
指
定
の
申
込
書
を
郵

送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
。

�
府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
９
１
０
・
８
０
０
１
）

◎　狂犬病予防注射実施日程（４月）　◎
と　き ところ

13
日
㈮

9：40 ～ 10：50 大矢船第５公園

11：10 ～ 12：00 南ケ丘第４公園

13：10 ～ 13：40 JA 大阪南加賀田支店前

14：00 ～ 14：40 南青葉台第５公園

14：50 ～ 15：40 青葉台公園
15
日
㈰

9：30 ～ 11：30 市役所市民広場
（モックル・フルル広場）

16
日
㈪

9：30 ～ 10：00 滝畑コミュニティセンター前

10：20 ～ 10：40 日野東集会所前

11：00 ～ 11：40 高向公民館前

12：50 ～ 13：30 長野神社前

13：50 ～ 14：20 市民総合体育館
第 1 駐車場入口

14：40 ～ 15：30 楠台第２公園

17
日
㈫

9：30 ～ 10：20 寺ケ池からたち会常設集会所前

10：40 ～ 11：50 荘園町自治会館前

13：10 ～ 13：50 小山田集会所

14：10 ～ 15：50 緑ケ丘中第１公園

と　き ところ

９
日
㈪

9：40 ～ 10：10 川上公民館前

10：30 ～ 10：50 錦川小学校跡

11：20 ～ 11：40 神ガ丘集会所前

12：50 ～ 14：20 美加の台第 2 公園

14：40 ～ 15：00 下天見集会所前

15：20 ～ 15：40 第７分団岩瀬屯所前

10
日
㈫

9：30 ～ 10：00 向野第１公園

10：20 ～ 10：40 汐の宮集会所前

11：00 ～ 11：50 千代田神社前

12：50 ～ 14：00 鳴尾公園

14：30 ～ 15：00 松ケ丘公園

15：20 ～ 15：40 松ケ丘東町公園

11
日
㈬

9：30 ～ 10：10 桐ケ丘第１公園

10：20 ～ 10：50 あかしあ台第５公園

11：00 ～ 11：30 南貴望ケ丘集会所横

12：40 ～ 13：40 寺ケ池公園プール前

14：00 ～ 14：20 中尾集会所前

14：30 ～ 15：00 新滝畑台自治会館前

15：20 ～ 15：50 旭ケ丘第５公園

12
日
㈭

9：30 ～ 10：10 楠ケ丘公園

10：30 ～ 11：50 南花台第 10 公園

13：00 ～ 13：20 新町町内会館前

13：40 ～ 14：10 三日市町会館前

14：30 ～ 15：50 清見台第５公園

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
じゃんぼスクエア河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所

（毎月第３金曜日午前 10 時～正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。

★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入
れないでください。

◉廃食用油の回収
ところ ４月 ５月

千代田公民館 ９日 14 日
南花台公民館 19 日 17 日
高向公民館 ー 16 日
加賀田公民館 13 日 ー
三日市公民館 27 日 ー
くすのかホール ー 28 日
あやたホール 23 日 ー

★回収時間は午前 10 時～ 11 時▷千代田・南花
台公民館は午前 11 時 30 分まで。

★エンジンオイルなどの鉱物油やラードは絶対
混入しないでください。

★廃食用油回収協力店を募集中▷協力いただけ
る店舗は環境政策課へご連絡ください。

税
金

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？

平
成
29
年
度
の
市
税

　
平
成
29
年
度
の
市
・
府
民
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
は
納
期
限
が
過
ぎ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
納
付
せ
ず

に
放
置
す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
財
産
が
差

し
押
さ
え
ら
れ
た
り
、
公
売
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
納
付
が
困
難
な
場
合
は
早
急
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課
（
債
権
管
理
係
）

固
定
資
産
公
課
証
明
書
の

発
行
は
５
月
か
ら

　
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
公
課

証
明
書
は
５
月
１
日
か
ら
、
固
定

資
産
評
価
証
明
書
は
４
月
２
日
か

ら
発
行
し
ま
す
。

�
税
務
課
（
固
定
資
産
税
係
）

川
や
溝
に

廃
油
な
ど
を

捨
て
な
い
で
！

　
市
の
水
道
水
の

約
70
％
は
、
滝
畑

ダ
ム
や
石
川
、
石
見
川
を
水
源
と

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
河
川
へ
廃

油
な
ど
が
流
入
し
、
浄
水
場
の
運

転
を
停
止
し
て
施
設
を
洗
浄
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
暖
か
く
な
り
暖
房
器

具
を
片
付
け
る
際
に
は
、
河
川
な

ど
に
油
類
や
ご
み
を
捨
て
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
水
道
課

ご
み
集
積
場
所
の
管
理
を

　
ご
み
集
積
場
所
は
地
域
の
み
な

さ
ん
で
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
で
協
力
し
あ
っ

て
利
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
み
の
収
集
は
午
前
６
時

30
分
か
ら
開
始
し
、
順
次
収
集
し

ま
す
の
で
、
時
間
は
前
後
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

ごみ出しに便利♪
～スマートフォン用アプリの利用を～

　４月から、ごみの分別検索や収集日カレンダー、
アラーム機能などを搭載した便利で分かりやすいス
マートフォン用アプリ「全国ごみの日ナビ」を配信
します。このアプリを使って、ごみの分別・リサイ
クルをさらに推進しましょう。
※ダウンロードは下記のＱＲコードから。
�環境衛生課

（iOS・android 兼用）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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　２月 27 日、市内の郵便局（12 局）と包括的連携
に関する協定を締結しました。これまでの災害発生時
の協力や、一人暮らしなどの見守り、道路損傷や不
法投棄に関する情報提供などの協力体制に加え、今
後は、郵便局のカウンターにモックルのぬいぐるみを
設置し、モックルのシールを郵便配達用車両に掲示
するなど、連携してまちの魅力発信に取り組む予定
です。

　3 月11日、長野中学校で長野総合スポー
ツクラブ主催のみんなのスポーツフェスタが
開催され、約 1000 人が来場しました。午
前中は、かけっこや障害物競争、お菓子くい
競争などが行われ、午後にはストラックアウ
トやキックターゲットなど様々な競技が行わ
れました。
　温かい春の陽気の中、保護者と一緒に走
る子どもから、催し物を楽しむ大人までたく
さんの人で盛り上がりました。

元気によ～いドン！
みんなのスポーツフェスタ

モックルが郵便局に
郵便局との包括協定締結

Photo new
s kaw

achinagano

はじめよう ボランティア
何もしなければ はじまらない

ボランティア・市民活動フェスティバル

　２月25日、キックス、河内長野ガス株式会社（昭栄町）、
るーぷらざでボランティア・市民活動フェスティバルが
開催され、約 6500 人が来場しました。ボランティア
団体による展示、発表、車いす体験（右下写真）やセ
ミナーのほか、小中学生がボランティアをテーマに描い
た絵画コンクールの作品展と表彰式（右上写真）など
が行われ、大いに盛りあがりました。
　訪れた市民は市民活動団体の人たちと交流し、楽し
みながらボランティアや市民活動への理解を深めてい
ました。

多聞丸の石像が完成
除幕式

　３月15 日、国土交通省近畿運輸局長表彰式が行われ、
運行に携わっている楠ケ丘自治会、大阪第一交通株式
会社、市が表彰されました。これは地域公共交通優良
団体として「くすまる」が選ばれたもので、地域住民が
継続的にＰＲ活動や利用促進策を展開し平成 23 年 11
月から運行を維持し続けてきたことや、高い収支率を記
録していることが評価されたものです。 まちの話題をお届けします

楠ケ丘地域乗合タクシー「くすまる」
地域公共交通優良団体近畿運輸局長表彰式

　楠木正成が兵法を学んだとされる大江時
と き

親
ち か

と少年期の正
成（多聞丸）をモデルにした石像が三日市町に完成し、３月
10 日に除幕式が行われました。この石像は、三日市小学校
区まちづくり協議会が地域住民の郷土愛の育成と観光振興
などを進めることで、より魅力のあるまちづくりを行うため、
市民公益活動支援補助金を活用し、建立したものです。除
幕式では、大江家現当主の大江禧

よ し

昭
あ き

さんらを招待し、和や
かに喜びを分かち合っていました。
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国 

民 

年 

金

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
が
加
入

■
保
険
料
は

　
第
１
号
被
保
険
者
の
平
成
30
年

４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
額
1
万
６
３

４
０
円
、
付
加
保
険
料
（
任
意
）

は
月
額
４
０
０
円
で
す
。

■
未
納
期
間
が
あ
る
人
は

　
過
去
２
年
間
に
保
険
料
の
未
納

期
間
が
あ
る
人
に
は
、
保
険
料
の

免
除（
猶
予
）・
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
。
失
業
な
ど
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
す
る
と
申
請
日
の
２
年

１
か
月
前
の
月
分
ま
で
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
は
保
険
年
金
課
ま
た
は
天

王
寺
年
金
事
務
所
へ
▽
必
要
書
類

な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
学
生
は
納
付
特
例
の
申
請
を

　
20
歳
以
上
で
学
生
の
人
は
、
申

請
す
る
と
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
は
年
金
手
帳
と
学
生
証
な

ど
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
ま
た
は

天
王
寺
年
金
事
務
所
へ
▽
申
請
は

毎
年
度
必
要
で
す
。

■
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

　
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
が
退
職
し
た
と
き
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
へ
変

更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　
退
職
（
失
業
）
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

す
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
は
年
金
手
帳
、
離
職
票
、
朱

肉
用
印
鑑
な
ど
を
持
っ
て
保
険
年
金

課
ま
た
は
天
王
寺
年
金
事
務
所
へ
。

�
保
険
年
金
課
ま
た
は
天
王
寺
年

金
事
務
所
（
☎
06
・
６
７
７
２
・

７
５
３
１
）

国
民
健
康
保
険

適
切
な
給
付
を
受
け
る
た
め

加
入
・
脱
退
の
届
け
出
を

■
加
入
が
必
要
な
人
は

　
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険

を
脱
退
し
た
人
は
、
他
に
加
入
す

る
健
康
保
険
が
な
け
れ
ば
、
市
町

村
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類　
健
康
保
険
資
格
喪
失

証
明
書
、
朱
肉
用
印
鑑
、
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
、家
族
の
国

保
の
保
険
証
、そ
の
他
医
療
証
な
ど

※
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

思
わ
ぬ
経
済
的
な
負
担
を
被
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
脱
退
に
も
届
け
出
が
必
要

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
時
は
、

脱
退
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上
の
人
な
ど
が

加
入
す
る
医
療
保
険

■
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
均
等

割
額
（
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
）

が
５
万
１
４
９
１
円
、
所
得
割
率

（
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額

に
乗
じ
る
率
）
が
９
・
９
０
％
で

算
定
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
所
得
割
軽
減
特
例
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
元
被
扶
養

者
の
均
等
割
額
軽
減
割
合
が
5
割

に
変
更
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
保
険

料
の
限
度
額
は
年
額
62
万
円
で
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
無
料
の
歯
科
健
診
が
ス
タ
ー
ト

　
4
月
か
ら
、
加
入
者
は
無
料
で

歯
科
健
診
が
受
診
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。4
月
下
旬
頃
に「
歯

科
健
診
実
施
登
録
歯
科
医
院
リ
ス

ト
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
掲
載

さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
問
合
せ

の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
被
保
険
者
証
の
持
参
が
必
要
で

す
▽
年
度
途
中
で
新
た
に
加
入
し

た
人
に
は
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
順

次
リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す
▽
対
象

外
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
詳
細

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

高
齢
者

高
齢
者
の
運
動
教
室

①
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
～
椅
子
に
座
っ
て

で
き
る
楽
し
い
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
～

と
き　
４
月
16
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

②
健
康
体
操
～
遊
び
な
が
ら
筋
ト

レ
し
よ
う
～

と
き　
４
月
25
日
㈬
午
前
10
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

対
象　
①
②
と
も
65
歳
以
上
の
市
民

定
員　
各
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
５
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

申
し
込
み　
４
月
６
日
か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
）
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
の
各
担
当
講
師
へ

�
①
石
田
さ
ん
（
☎
�
62
・
２
７

５
３
）、
②
森
渕
さ
ん
（
☎
�
54
・

３
８
３
４
）

い
き
い
き
介
護
教
室

　
全
身
ス
ト
レ
ッ
チ
と
ビ
ジ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
日
ご
ろ
の
介

護
疲
れ
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
家
族
を
介
護
し
て
い
る
市
民

と
き　
４
月
18
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
中
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
（
☎

55
・
３
４
５
１
）

保
険
・
年
金

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課

必
要
書
類　
朱
肉
用
印
鑑
、
職
場

の
健
康
保
険
の
保
険
証（
全
員
分・

コ
ピ
ー
不
可
）、
国
保
の
保
険
証

（
全
員
分
）、
そ
の
他
医
療
証
な
ど

■
市
外
へ
転
出
す
る
場
合
は

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
他

の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
も
手

続
き
が
必
要
で
す
。
転
出
手
続
き

の
際
に
、
国
保
の
保
険
証
（
全
員

分
）
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

保
険
料
の
支
払
い
方
法
が

変
わ
り
ま
す

■
保
険
料
の
決
定
は
６
月

　
今
年
度
か
ら
、
国
保
の
保
険
料

の
「
仮
算
定
」
が
廃
止
と
な
っ
た

た
め
、
４
月
に
は
保
険
料
納
付
通

知
書
を
送
付
し
ま
せ
ん
。
今
後
は

年
１
回
、
６
月
に
送
付
し
ま
す
。

■
納
付
方
法
に
よ
っ
て
違
い

　
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
保

険
料
を
納
付
し
て
い
る
人
は
４
月

と
５
月
の
納
付
が
な
く
、
６
月
以

降
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
し
て

い
る
人
は
従
来
ど
お
り
４
月
・
６

月
・
８
月
に
保
険
料
が
仮
徴
収
さ

れ
ま
す
。
10
月
以
降
の
保
険
料
は

６
月
に
送
付
す
る
納
付
通
知
書
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

倒
産
・
解
雇
な
ど
で

離
職
し
た
人
に
は

　
国
保
に
は
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
を
有
す
る
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
る
離
職
）
や

特
定
理
由
離
職
者
（
雇
止
め
等
に

よ
る
離
職
）
に
対
し
て
、
保
険
料

な
ど
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
軽
減
の
適
用
に
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。
対
象
者
や
軽
減
内
容

な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

は
同
封
し
て
い
る
案
内
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
健
康
診
査
の
受
診
を

　
４
月
下
旬
、
加
入
者
に
健
康
診

査
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
新
た
に
加
入
し
た

人
に
は
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
順
次

送
付
し
ま
す
▽
受
診
方
法
な
ど
は

同
封
し
て
い
る
案
内
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成

　
年
度
中
１
回
の
み
、
加
入
者
を

対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
（
追
加
検

査
項
目
・
脳
ド
ッ
ク
・
が
ん
検
診

は
除
く
）
の
受
診
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

上
限
額　
２
万
６
０
０
０
円

※
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に
、
領
収

書
、
検
査
結
果
通
知
書
、
被
保
険

者
証
、
口
座
情
報
が
分
か
る
も
の
、

認
印
を
持
参
の
う
え
申
請
し
て
く

だ
さ
い
▽
支
給
は
後
日
振
込
▽
対

象
医
療
機
関
は
全
国
の
医
療
機

関
・
検
査
機
関
で
す
。

�
保
険
年
金
課
ま
た
は
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

（
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

入
院
時
の
食
事
代
の

自
己
負
担
額
が
一
部
変
更
に

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
い
ず
れ
も
、
課
税
世

帯
の
人
が
入
院
し
た
際
の
食
事
代

の
自
己
負
担
額
（
１
食
あ
た
り
）

が
４
月
１
日
以
降
、
３
６
０
円
か

ら
４
６
０
円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
険
年
金
課

コ
グ
ニ
で
脳
力
ア
ッ
プ
教
室

　
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
を
と
り
い
れ
、
頭
を

使
い
な
が
ら
運
動
し
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
も

の
忘
れ
な
ど
の
心
配
が
あ
る
人

と
き　
５
月
23
日
～
８
月
８
日
の

毎
週
水
曜
日
▽
午
前
９
時
45
分
～

11
時
45
分
▽
12
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

定
員　
20
人
（
選
考
▽
初
参
加
者

の
み
▽
す
べ
て
参
加
で
き
る
人
）

申
し
込
み　
４
月
13
日
ま
で
に
電

話
で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

は
じ
め
て
の
ジ
ム
体
験
教
室

　
健
康
長
寿
を
目
指
し
て
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
を
使
っ
た

健
康
づ
く
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民

と
き　
５
月
24
日
㈭
、
31
日
㈭
午

前
９
時
15
分
～
11
時
15
分

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

定
員　
15
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　
４
月
13
日
ま
で
に
電

話
で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

高齢者保険・年金

国民健康保険の日曜臨時窓口を開設
■平日お忙しい人はご利用ください。
▶とき　4月22日㈰午前９時～午後５時30分
▶ところ　市役所
▶内容　届け出や保険料の納付、納付相談など
※必要書類などは事前にお問い合わせください。
�保険年金課
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少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
75

歳
以
上
と
な
る
平
成
37
年
に
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
人
口
割
合
が
37
・
7
％
と
な
り
、
ひ
と
り

暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者

な
ど
、
介
護
や
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
第
６
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直

し
、
新
し
く
第
７
期
（
平
成
30
～
32
年
度
）の
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

　
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
下
記
の
基
本
方
向
を
掲

げ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
に
向
け

て
高
齢
者
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

②
介
護
保
険
事
業
計
画

　
第
７
期
に
お
け
る
円
滑
な
介
護
保
険
事
業
の

運
営
を
目
指
し
ま
す
。

※
計
画
書
は
情
報
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
錦
渓
苑
な
ど
の
主
な
市
立
施
設
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
、
介
護
保
険
課

■高齢者人口・要介護（ 要支援）認定者・介護保険給付費総額の推移（30年度以降は推計）
平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31年度 平成 32 年度

高齢者人口（65 歳以上） 33,550 人 34,319 人 34,986 人 35,251人 35,721人 35,915 人

高齢化率 30.6％ 31.6％ 32.6％ 33.3％ 34.2％ 34.8％

要介護（要支援）認定者 7,194 人 7,317 人 7,318 人 7,380 人 7,419 人 7,360 人

介護保険給付費総額 87 億９千万円 89 億 4 千万円 93 億 4 千万円 99 億 7 千万円 108 億 2 千万円 114 億 7 千万円
（高齢者人口は各年９月末の数値、平成 29 年度介護保険給付費総額は決算見込額）

特
に
所
得
が
高
い
人
の

利
用
者
負
担
が
３
割
に

　
８
月
か
ら
、
利
用
者
負
担
が
２

割
の
人
の
う
ち
、
特
に
所
得
の
高

い
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
と
き
の
利
用
者
負
担
が
３
割
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

対
象　
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が

２
２
０
万
円
以
上
の
人
（
か
つ
年

金
収
入
と
そ
の
他
の
所
得
金
額
の

合
計
が
単
身
で
３
４
０
万
円
以
上
、

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
が

２
人
以
上
い
る
世
帯
で
４
６
３
万

円
以
上
の
人
）

※
７
月
中
旬
に
、
要
支
援
・
要
介

護
の
認
定
を
受
け
た
人
に
、
利
用

者
負
担
の
割
合
を
記
載
し
た
介
護

保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す
。

�
介
護
保
険
課

介
護
認
定
は
更
新
が
必
要

　
要
介
護
認
定
に
は
有
効
期
間
が

あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
場
合
は
有
効
期
間
満

介 

護 

保 

険

介
護
保
険
料
を
改
定

■
基
準
額
は
月
額
５
８
０
０
円
・

段
階
設
定
は
13
区
分
に

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
定
め

る
介
護
保
険
給
付
費
の
総
額
（
上

表
参
照
）
な
ど
に
基
づ
き
算
定
す

る
も
の
で
、
計
画
期
間
で
あ
る
３

年
ご
と
に
改
定
と
な
り
ま
す
。

　

第
７
期
（
平
成
30
～
32
年
度
）

に
お
け
る
保
険
料
の
基
準
額
（
１

人
あ
た
り
の
平
均
保
険
料
額
）
は

月
額
５
８
０
０
円
と
な
り
、
段
階

設
定
を
こ
れ
ま
で
の
11
区
分
か
ら

13
区
分
に
見
直
し
ま
し
た
。

■
４
月
に
仮
徴
収
分
を
通
知

　
４
月
中
旬
に
、
65
歳
以
上
の
人

に
、
平
成
30
年
度
保
険
料
（
仮
徴

収
分
）
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
前
年
中

の
所
得
な
ど
が
確
定
す
る
ま
で
の

暫
定
額
で
、
前
々
年
中
の
所
得
な

ど
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
段
階
の
保
険

料
額
や
保
険
料
の
減
免
制
度
な
ど

の
詳
細
は
通
知
書
に
同
封
す
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
介
護
保
険
課

高齢者保健福祉計画の基本方向

◎地域包括ケアシステム構築の基盤づくり
地域包括支援センター事業の強化、在宅医療・介護の連携、地域の支え合い充実など。
◎介護予防と健康づくりの推進
地域の実状に応じた多様な健康増進事業や介護予防・日常生活支援総合事業の推進。
◎認知症施策の推進
国のオレンジプラン・新オレンジプランなどに基づく総合的な認知症支援施策。
◎高齢者の尊厳と権利を守る仕組みづくり
高齢者虐待防止や成年後見制度の活用推進、高齢者の尊厳と権利を守る仕組みづくり。
◎安全・安心・快適に暮らせる住まいとまちづくり
住まいの整備促進、公共空間のバリアフリー化、地域での防災・防犯対策の推進など。
◎高齢者の生きがいづくりや社会参加の促進
高齢者の就労支援、文化・学習・スポーツ活動の機会提供など。

高齢者

認
知
症
は
早
め
に
相
談
を

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
る
可

能
性
の
あ
る
身
近
な
脳
の
病
気
で

す
。
心
配
に
な
っ
た
ら
迷
わ
ず
相

談
し
、
早
期
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
分
で
気
付
く
、
家
族
が
気
付

く
、
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

◎
も
の
忘
れ
や
薬
の
飲
み
忘
れ
が

増
え
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も
話
す

◎
約
束
の
時
間
や
場
所
を
よ
く
間

違
え
る
よ
う
に
な
っ
た

◎
同
じ
物
ば
か
り
買
っ
て
し
ま
う

◎
趣
味
や
楽
し
み
に
対
す
る
関
心

が
な
く
な
っ
た

◎
さ
さ
い
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し

や
す
く
な
っ
た

■
も
の
忘
れ
が
気
に
な
っ
た
ら
、早

め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

対
象　
40
歳
以
上

�
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
０
１
８
０
）、
中
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
55
・
３

４
５
１
）、西
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
56
・
６
６
０
０
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

　
医
師
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
り
、
参
加
者
同
士
で
日
々
の
悩

み
を
語
り
合
う
な
ど
、
介
護
の
い

い
ヒ
ン
ト
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
認
知
症
の
人
と
認
知
症
の

人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

と
き　
４
月
７
日
㈯
、
６
月
２
日

㈯
、
８
月
４
日
㈯
、
10
月
６
日
㈯
、

12
月
１
日
㈯
、
２
月
２
日
㈯
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

参
加
費　
４
０
０
円

※
認
知
症
の
人
も
一
緒
に
参
加
で

き
ま
す
▽
介
護
を
希
望
す
る
場
合

は
ご
相
談
を
。

申
し
込
み　
電
話
で
河
内
長
野
家

族
の
会
へ

�
河
内
長
野
家
族
の
会
の
濱
名
さ

ん
（
☎
63
・
２
６
０
２
）、
富
岡
さ

ん
（
☎
53
・
９
８
５
８
）

知
っ
得
！

家
族
の
た
め
の
認
知
症
講
座

　
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、
う

ま
く
対
応
す
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

対
象　
認
知
症
の
人
の
介
護
を
し

て
い
る
家
族
（
別
居
も
可
）

と
き　
４
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分
▽
午
後
２
時
30
分

か
ら
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　
前
日
ま
で
に
電
話
で

い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

了
日
の
60
日
前
か
ら
更
新
申
請

が
で
き
ま
す
。
更
新
が
必
要
な

場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
。

■
利
用
予
定
が
な
い
場
合
な
ど

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

予
定
が
な
い
場
合
は
、
更
新
申

請
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ

ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
要
支
援
１
、
要
支
援

２
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
利
用
中

の
人
は
、
総
合
事
業
で
引
き
続

き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

�
介
護
保
険
課

介護相談員 を募集します

　市からの委嘱を受け、介護保険施設に出向
いて、利用者の疑問や不安を受け付け、事業
者や市との橋渡しをしながら、介護サービス
の質の向上につなげるための活動を行うボラ
ンティアです。
申し込み　介護保険課にある応募用紙で5月
31日までに同課へ
※説明会を5月9日㈬午前10時～正午に市役
所で実施します▷委嘱後に研修の受講が必要
です▷詳しくは問い合わせを。
�介護保険課
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事
業
所

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の

適
正
処
理
に
ご
協
力
を

　
事
業
者
が
市
に
一
般
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
環
境
衛

生
課
で
新
規
申
し
込
み
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
活
動
に

よ
り
生
じ
、
自
ら
処
理
で
き
な
い

一
般
廃
棄
物
は
、
市
の
委
託
業
者

以
外
が
収
集
運
搬
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
事
業
系
ご
み
は
、
量
や

種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
用
ご

み
の
集
積
場
所
や
、
家
庭
用
ご
み

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
必
ず
事
業
者
の
責
任

で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
系
一
般
廃

棄
物
の
収
集
の
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
同
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

�
環
境
衛
生
課

事
業
者
の
取
り
組
み
を

応
援
し
ま
す

■
産
業
・
観
光
振
興
事
業
施
設
整

備
等
支
援
補
助
金

　
市
で
は
、
本
市
へ
の
来
訪
と
市

内
消
費
の
喚
起
に
向
け
、
産
業
・

観
光
の
振
興
に
寄
与
す
る
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
事
業
者
と
団
体
を

支
援
し
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
を

受
け
る
た
め
に
は
、
審
査
会
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
を
。

対
象　
工
事
請
負
費
や
工
事
に
伴

う
設
計
・
管
理
費
、
備
品
購
入
費

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈫
～
13
日
㈮

■
金
融
支
援

①
市
小
規
模
資
金
融
資
制
度

　
融
資
限
度
額
は
５
０
０
万
円
、

融
資
期
間
は
７
年
、
貸
付
利
率
は

１
・
０
％
で
す
。

②
信
用
保
証
料
補
助
制
度

　
①
の
制
度
や
府
の
一
部
の
融
資

を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
、
支
払

わ
れ
た
信
用
保
証
料
の
半
額
を
補

助
し
ま
す
（
上
限
各
15
万
円
▽
信

用
保
証
料
一
括
支
払
い
後
、
６
か

月
以
内
の
申
請
が
必
要
）。

③
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
利
子

補
給
制
度

　
平
成
30
年
１
月
以
降
に
日
本
政

策
金
融
公
庫
か
ら
一
部
の
融
資
を

受
け
た
市
内
事
業
者
に
対
し
、
支

払
い
利
息
の
半
額
を
補
助
し
ま
す

（
上
限
年
５
万
円
▽
３
年
間
）。

※
い
ず
れ
の
制
度
も
、
詳
し
い
利

用
資
格
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
産
業
観
光
課就

労

生
活
困
窮
者
相
談
支
援
員

資
格　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
と

社
会
福
祉
主
事
の
任
用
資
格
を
持

つ
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
人
①
自
治
体
で
生
活
保

護
業
務
ま
た
は
福
祉
相
談
業
務
を

３
年
以
上
担
当
し
た
人
②
精
神
保

健
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
持
つ
人

勤
務
日　
月
～
金
曜
日

募
集
人
数　
１
人

月
額　
22
万
４
６
０
０
円

試
験　
４
月
15
日
㈰
に
面
接
試
験

を
実
施

申
し
込
み　
４
月
12
日
ま
で
に
写

真
を
添
付
し
た
履
歴
書
１
通
を
持

っ
て
人
事
課
へ
▽
郵
送
不
可
▽
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

�
人
事
課

市
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

■
障
が
い
児
（
者
）
歯
科
の
歯
科

衛
生
士

対
象　
歯
科
診
療
経
験
が
あ
り
、

府
歯
科
衛
生
士
会
へ
の
入
会
が
可

能
な
人

勤
務
日　
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

※
各
日
５
人
の
交
代
勤
務
。

勤
務
場
所　
休
日
急
病
診
療
所

日
額　
１
万
３
９
０
０
円

申
し
込
み　
写
真
を
添
付
し
た
履

歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
持
っ
て

４
月
末
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー（
菊

水
町
２
の
13
）
へ

※
詳
細
は
面
接
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

市
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
登
録
者

　
市
役
所
な
ど
で
業
務
が
生
じ
た

際
に
、
登
録
者
に
連
絡
・
調
整
の

う
え
で
勤
務
い
た
だ
き
ま
す
。

業
務
内
容　
事
業
補
助

応
募
資
格　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
人　

時
給　
９
３
６
円

申
し
込
み　
写
真
を
添
付
し
た
履

歴
書
１
通
を
持
っ
て
人
事
課
へ

�
人
事
課

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

■
４
月
は
会
員
増
強
月
間

対
象　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

実
施
す
る
説
明
会
を
受
講
し
た
人

※
説
明
会
は
毎
月
第
２
・
４
水
曜

日（
12
月
は
第
２
水
曜
日
の
み
）午

後
１
時
か
ら
開
催
▽
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
確
認
で
き
る
も
の
、印

鑑
、
通
帳
、
年
会
費
２
０
０
０
円

を
持
っ
て
必
ず
本
人
が
参
加
を
。

■
仕
事
の
内
容

◎
草
刈
り
・
清
掃
・
チ
ラ
シ
配
布
・

ハ
チ
の
駆
除
・
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

◎
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
・
子
ど
も

一
時
預
か
り

◎
毛
筆
筆
耕
・
あ
て
名
書
き
・
事

務
処
理
・
駐
車
場
管
理

◎
パ
ソ
コ
ン
指
導
な
ど

�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
65
・
０
２
５
６
）

事業所

シリーズ人権 連 載

KAORU
KUSUNOKI

楠木 薫

花
も
美
し
い
月
も
美
し
い

そ
れ
に

が
美
し
い

　
２
０
２
５
年
の
国
際
博
覧
会
を

大
阪
で
開
催
し
よ
う
と
、
誘
致
活

動
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
今
か
ら
約
50

年
前
の
１
９
７
０
年
、
大
阪
で
開

か
れ
た
「
日
本
万
国
博
覧
会
（
万

博
）」を
思
い
起
こ
す
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」を
テ
ー

マ
に
、
当
時
最
新
の
技
術
を
駆
使

し
た
「
動
く
歩
道
」
や
「
テ
レ
ビ

電
話
」、「
エ
ア
ド
ー
ム
」、「
電
波

時
計
」、パ
ビ
リ
オ
ン
の
数
々
が
並

び
、世
界
の
祭
り
や
催
し
な
ど
、世

界
中
か
ら
人
々
が
集
う
大
イ
ベ
ン

ト
で
し
た
。
当
時
、
小
学
６
年
生

だ
っ
た
私
は
、
そ
れ
ら
が
ま
る
で

「
夢
の
世
界
」
に
感
じ
ら
れ
、
人
気

パ
ビ
リ
オ
ン
で
何
時
間
も
並
ん
だ

こ
と
、
外
国
か
ら
の
来
場
者
に
サ

イ
ン
を
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
、
懐

か
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
あ
る
小
学
校
の
６
年
生

の
社
会
科
で
「
万
博
に
携
わ
っ
た

人
々
」
と
題
し
た
授
業
を
参
観
し

ま
し
た
。
そ
の
授
業
で
は
、
万
博

に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
思
い
や

想
像
し
て
い
た
未
来
に
つ
い
て
考

え
、
そ
れ
を
受
け
て
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ

き
か
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
希
望
や

感
動
を
与
え
た
い
」「
人
と
た
く
さ

ん
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
た
い
」「
当
時
の
人
々

の
思
い
を
私
た
ち
が
受
け
継
い
で

い
き
た
い
」「
い
じ
め
や
戦
争
の
な

い
平
和
な
未
来
を
作
り
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
人
口
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を

は
じ
め
技
術
革
新
は
も
の
す
ご
い

勢
い
で
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

か
な
え
、
素
晴
ら
し
い
未
来
を
作

っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
ん
な
力
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
ヒ
ン
ト

が
授
業
で
の
子
ど
も
た
ち
の
意
見

の
中
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
１
９
７
０
年
に
続
き
、
２
０
２

５
年
に
再
び
大
阪
で
万
博
が
開
催

さ
れ
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、人

権
と
平
和
が
尊
重
さ
れ
る
時
代
が

続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
代
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
そ

の
後
の
世
代
へ
、
大
切
に
つ
な
が

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
春
ら
ん
ま
ん
の
４
月
、
新
し
い

出
会
い
、
つ
な
が
り
の
始
ま
る
季

節
の
中
で
、「
万
博
か
ら
万
博
へ
」、

過
去
の
こ
と
、
未
来
の
こ
と
に
思

い
を
は
せ
ま
し
た
。

　ゲイのための老人ホームを舞台に、ゲイである
父親を許せない娘と、そこで暮らす人々の様々な
生き方を描く作品です。
とき　４月 28 日㈯午後１時 30 分～（開場は午
後１時）
ところ　キックス
定員　280 人（先着順）
※当日直接会場へ。
※１歳～就学前の子どもの一時保育あり（定員
10 人▷先着順▷申し込みは４月９日から電話で
男女共同参画センターへ）。
� 男女共同参画センター

（キックス内、☎ 54-0003）

あごらシネマクラブ
メゾン・ド・ヒミコ

過去と未来に思いをはせて
　～万博から万博へ～ 第24回

就労 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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お
知
ら
せ

四
季
彩
館
の
休
館
日
が
変
更

　
４
月
か
ら
、
岩
湧
の
森
四
季
彩

館
の
休
館
日
が
変
わ
り
ま
す
。

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
と
火
曜
日

（
い
ず
れ
か
が
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
、
水
曜
日
休
館
。
月
曜
日
・

火
曜
日
共
に
祝
日
の
場
合
は
共
に

開
館
し
、
水
曜
日
と
木
曜
日
休

館
。）、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

ま
で
。

�
農
林
課

献
血
に
ご
協
力
を 

対
象　
18
～
64
歳
で
体
重
が
50
㌔

以
上
の
人
（
男
性
は
17
歳
か
ら
可

▽
60
～
64
歳
で
経
験
の
あ
る
人
は

平
成
31
年
「
歌
会
始
」
の

お
題
と
詠
進
要
領
を
発
表

内
容　
「
光
」を
詠
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
（
１
人
１
首
で
未
発
表
の

も
の
）

申
し
込
み　
習
字
用
の
半
紙
を
横

長
に
し
て
縦
書
き
で
、
右
半
分
に

お
題
と
短
歌
を
、
左
半
分
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
、

職
業
を
毛
筆
で
自
書
し
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
、
９
月

30
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

宮
内
庁
（
〒
100
ー
８
１
１
１
住
所

不
要
）
へ
郵
送

※
詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
秘
書
課講

演
・
講
座

睡
眠
管
理
で

活
力
の
あ
る
生
活

■
く
ろ
ま
ろ
塾
特
別
講
演
会
・
加

賀
田
公
民
館
共
催
講
座

　
本
市
出
身
で
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
式 

最
高
の
睡
眠
」
の
著
者
で
あ

り
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
医
学

部
精
神
科
教
授
の
西に

し

野の

精せ
い

治じ

さ
ん

69
歳
ま
で
可
）

と
き
・
と
こ
ろ　
４
月
10
日
㈫
午

前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４

時
30
分
＝
オ
ー
ク
ワ
河
内
長
野
店
、

５
月
８
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
１

時
、
午
後
２
時
～
４
時
30
分
＝
大

阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
、
５
月
13
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時
＝
赤
峰

市
民
広
場

※
輸
血
時
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
実
施
。

�
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

バ
ス
に
乗
っ
て

公
共
交
通
を
守
り
育
て
よ
う

■
上
限
２
０
０
円
運
賃
な
ど
を

継
続

　
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
美
加
の
台
駅
前
～
大
阪
南
医
療

セ
ン
タ
ー
玄
関
口
）と
路
線
バ
ス
・

千
代
田
線
（
河
内
長
野
駅
前
～
木

戸
東
町
）
で
実
施
し
て
い
る
次
の

試
行
運
行
を
、
平
成
31
年
３
月
末

ま
で
１
年
間
継
続
し
ま
す
。
市
役

所
や
キ
ッ
ク
ス
、
病
院
な
ど
へ
は

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容　
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
＝
上
限
２
０
０
円
運
賃
と
同

伴
者
割
引
（
日
曜
日
限
定
で
利
用

者
１
人
に
つ
き
同
伴
者
１
人
の
運

が
お
話
し
ま
す
。

と
き　
５
月
10
日
㈭
午
後
２
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込
み
可

�
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

生
物
多
様
性
と
地
球
温
暖
化

「
い
き
も
の
い
ろ
い
ろ
」

■
生
物
多
様
性
に
関
す
る
講
演
会

　
多
く
の
生
物
と
の
共
生
の
方
法

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き　
４
月
23
日
㈪
午
後
２
時
～

３
時

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

定
員　
50
人
（
先
着
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
エ
コ
ラ
イ
フ
か
わ
ち
な
が
の
事

務
局
（
環
境
政
策
課
内
）

河
内
長
野
ガ
ス

料
理
講
座

　
栄
養
や
健
康
な
ど
の“
食
”に
ま

つ
わ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
座
学

賃
が
無
料
）、
路
線
バ
ス
・
千
代
田

線
＝
上
限
２
０
０
円
運
賃

■
モ
ッ
ク
ル
カ
ー
ド
Ｐ
Ｒ
チ
ラ

シ
を
発
行

　
バ
ス
１
日
乗
り
放
題
「
モ
ッ
ク

ル
カ
ー
ド
」
の
お
得
な
情
報
を
掲

載
し
た
チ
ラ
シ
を
発
行
し
ま
す
。

バ
ス
乗
車
日
に
、
協
賛
事
業
者
に

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、
商
品
や

施
設
利
用
料
の
割
引
な
ど
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
チ
ラ
シ
は
市
内
の
公

共
施
設
な
ど
で
４
月
中
旬
よ
り
配

布
し
ま
す
。

�
都
市
創
生
課

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
電
飾
を

提
供
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

　
家
に
眠
っ
た
ま
ま
使
わ
な
く
な

っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
電
飾
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
無
償
で
提
供
い

た
だ
け
れ
ば
、
寺
ケ
池
公
園
で
冬

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�（
公
財
）公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

ホ
ッ
と
ベ
ン
チ
事
業
に

ご
協
力
を

　
４
月
か
ら
寄
附
を
募
り
、
バ
ス

停
な
ど
に
ベ
ン
チ
を
整
備
す
る
事

と
調
理
実
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

対
象　
18
歳
以
上

内
容
・
と
き　
①
ス
ト
レ
ス
ケ
ア

の
た
め
の
料
理
＝
５
月
25
日
㈮
、

②
暑
さ
対
策
！
免
疫
力
Ｕ
Ｐ
料
理

＝
７
月
26
日
㈭
、③
ス
パ
イ
ス
使
い

こ
な
し
料
理
＝
９
月
21
日
㈮
▽
時

間
は
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
河
内
長
野
ガ
ス
㈱
（
昭

栄
町
）

定
員　
18
人
（
抽
選
）

参
加
費　
各
１
５
０
０
円

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
。

�
河
内
長
野
ガ
ス

（
☎
０
１
２
・
０
５
３
・
０
０
１
２
）

「
生
き
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
!!
」

を
実
感
で
き
る
綴
り
方
講
座

と
き　
４
月
11
日
㈬
・

25
日
㈬
、
５
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬
、

６
月
13
日
㈬
・
27
㈬
、
７
月
11
日

㈬
・
25
日
㈬
、
８
月
22
日
㈬
、
９

月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
▽
時
間
は
午

前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館

定
員　
各
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
３
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
５
日
か
ら
電
話
で

ア
イ
・
マ
イ
・
ミ
ー
の
重
里
さ
ん
へ

�
重
里
さ
ん

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
寄
附
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
設
置
場
所
な
ど

の
事
前
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
を
。

※
ベ
ン
チ
に
は
寄
附
者
名
を
刻
ん

だ
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
ま
す
。

�
道
路
課

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

　
Ｕ
Ｒ
南
花
台
団
地
自
主
防
災
会

が
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て

災
害
時
や
防
災
訓
練
の
際
に
使
用

す
る
テ
ン
ト
な
ど
の
防
災
資
機
材

を
整
備
し
ま
し
た
。

�
危
機
管
理
課

（
☎
０
９
０
・
５
９
６
０
・
５
７
３
９
）

地
域
学
講
座

～
産
業
編
～

　
「
身
の
回
り
か
ら
化
学
物
質
へ

の
安
全
安
心
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
日
本
農
薬
株
式
会
社
の
栂と

が

哲て
つ

夫お

さ
ん
が
お
話
し
ま
す
。

と
き　
５
月
８
日
㈫
午
後
２
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込

み
可

�
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

フ
ウ
ラ
ン
と
セ
ッ
コ
ク
の

育
て
方

と
き　
４
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　
寺
ケ
池
公
園
管
理
事
務

所定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
６
日
か
ら
電
話

で
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会
へ

�
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

■わかば基金の申請受付
対象　文化・スポーツ・芸
術などの活動を行う市内の
青少年団体および指導者
内容　４月１日～来年３月
31 日に実施完了する事業１
つにつき対象費用合計の２
分の１以内を助成（上限は
30 万円▷１団体１事業のみ
▷新規事業を優先）
助成時期　７月上旬（予定）
申し込み　申請書に直近の
決算書を添えて、①青少年
センター（キックス内）ま

たは②河内長野青年会議所
（昭栄町）へ▷受付期間は①
４月２日～５月 31 日の火
曜～土曜日（日・月曜日を
除く）午前９時～午後５時
30 分、②４月２日～５月
31 日の月・金曜日午前 10
時～午後４時
※申請書は「河内長野わか
ば基金」ホームページから
ダウンロードできます。
�青少年センター（☎ 54-
0005）、河内長野青年会議所

（☎ 53-7000）

青少年の活動を最高 30 万円まで助成

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座

　
か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
倶
楽
部
で
市
内
観
光
ガ
イ
ド

な
ど
の
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
の
歴
史
や
文
化
、
観
光

に
興
味
が
あ
り
、
受
講
後
に
同
倶

楽
部
で
の
活
動
を
希
望
す
る
人　

と
き
・
内
容
な
ど　
左
表
の
と
お

り
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）　

受
講
料　
１
０
０
０
円（
交
通
費
・

拝
観
料
を
含
む
）　

申
し
込
み　
４
月
６
日
か
ら
電
話

で
同
倶
楽
部
事
務
局
へ　

�
か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
倶
楽
部
事
務
局
（
産
業
観
光

課
内
）

消
費
者
協
会
の
出
前
講
座
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
消
費
者
問
題
や
食
生
活
な
ど
の

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
、
現
地

に
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。

対
象　
地
域
の
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー

ク
ル
、
自
治
会
や
老
人
会
な
ど
の

団
体
▽
５
人
以
上
で
申
し
込
み
を

内
容　
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
に
は
」「
健
康
食
品
で
本
当
に
健

康
に
な
る
の
？
」「
食
品
表
示
か
ら

情
報
を
読
み
と
ろ
う
」
な
ど

申
し
込
み　
か
わ
ち
な
が
の
消
費
者

協
会
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）へ

�
か
わ
ち
な
が
の
消
費
者
協
会

（
☎
56
・
２
３
６
０
）

地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
よ
う

■
い
け
ば
な
教
室

　
文
化
庁
の
文
化
芸
術
振
興
費
補

助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

対
象　
小
・
中
学
生
（
保
護
者
参

加
可
）

と
き　
４
月
21
日
～
来
年
１
月
26

日
の
土
曜
日
の
う
ち
10
回
（
発
表

会
１
回
含
む
）
▽
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
２
時
～
３
時

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

定
員　
15
人
（
抽
選
）

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
10
回

目
は
８
０
０
円
）

申
し
込
み　
フ
ァ
ク
ス
か
電
子
メ

ー
ル
（hana_circle@

yahoo.
co.jp

）
に
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

保
護
者
の
氏
名（
参
加
の
有
無
も
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
４
月
10
日

ま
で
に
池
田
さ
ん
へ

�
池
田
さ
ん（

☎
�
62
・
５
５
３
５
）

■
和
の
文
化
体
験

　
江
戸
時
代
の
古
民
家
で
茶
道
を

中
心
に
書
や
陶
芸
な
ど
を
通
じ
お

も
て
な
し
の
心
を
学
び
ま
す
。

対
象　
幼
児
～
高
校
生
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

と
き　
４
月
～
来
年
１
月
の
日
曜
日

と
こ
ろ　
表
千
家
玉
舟
会
（
野
作

町
）

参
加
費　
１
回
５
０
０
円

※
教
材
費
が
別
途
必
要
。

申
し
込
み　
４
月
10
日
ま
で
に
電

話
で
和
田
さ
ん
へ

�
和
田
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
８
５
２
５
・
２
５
９
３
）

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

№ 教室名 対象 とき 定員 参加費（月額） 申し込み・問い合わせ

① おもしろ科学教室 小学４年生～中学生 ５月～来年３月の毎月第３土曜日（８
月を除く）午前 10 時～ 11 時 30 分 12 人 1000 円

天野公民館
（〒 586-0086 天野町
1520-5、☎ 55-6191）② キッズヨガ教室 小学２～６年生

５月～来年３月の毎月第２・４日曜日（5
月第２日曜日と 8 月を除く）午前 10
時 30 分～ 11 時 30 分

12人 1000 円

③ 陶芸教室 小学生 ５月～来年３月の毎月第４日曜日（10
月を除く）午後１時～３時 16人 1200 円

天見公民館
（〒 586-0061 岩瀬
1244、☎ 63-4074）

④ ジャズダンスクラブ
小学生

５月～来年３月の毎月第２・４土曜日
午前 11 時～正午 20人 1000 円

加賀田公民館
（〒 586-0071加賀田
617-4、☎ 62-2116）⑤ キッズステップダンス

教室
５月～来年３月の毎月第１～３日曜日

（５月第１日曜日を除く）午前10 時
30 分～11 時30 分

30人 1500 円

⑥ お菓子教室 小学４年生～中学生 ５月～来年３月の毎月第２日曜日（８
月を除く）午前９時 30 分～正午 15 人 1000 円

川上公民館
（〒 586-0053 寺元
501、☎ 65-1612）

⑦ 硬筆ペンギンクラブ 低学年
高学年

5 月～来年 3 月の毎月第２・４土曜日（7 月
第 4 土曜日と 8 月を除く）午前 9 時 30 分～
10 時 30 分　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

各
15人 1200 円 高向公民館

（〒 586-0036 高向
515-3、☎ 54-4548）

⑧ 小学生まんが道場 小学３～６年生 ５月～来年３月の毎月第３土曜日（８
月を除く）午前 10 時～ 11 時 30 分 15人 700 円

⑨ 工作教室 小学１～３年生 ５月～来年２月の毎月第２土曜日
午後１時 30 分～３時 15人 500 円 千代田公民館

（〒 586-0009 木戸西
町 1-2-9、☎ 55-1125）⑩ 伝統・あそび体験教

室 小学１～３年生 ５月～来年３月の第３土曜日（11 月
は第４土曜日）午後１時 30 分～３時 15 人 500 円

⑪ トークレッスン 小学３年生～６年生 ５月～来年２月の第４日曜日（３月は
第１日曜日）午前 10 時～ 11 時 15人 500 円

南花台公民館
（〒 586-0077 南花台
8-4-1、☎ 63-1131）

⑫ 書道教室 小学３～６年生 ５月～来年２月の毎月第２・４土曜日
午前９時 30 分～ 11 時 20人 1000 円

三日市公民館
（〒 586-0048 三日市
町 288-1、☎ 62-6155）

公民館子ども教室
とき・ところなど　下表のとおり
申し込み　往復はがきに住所・氏名（返信用にも記入）、年齢、学年、性別、電話番号と教室名を記入して４月 22
日（当日消印有効）までに各館へ（１枚で１人１教室のみ有効▷兄弟姉妹で同じ教室に申し込む場合は複数名可）
�各公民館

■天見子ども自然とあそびの教室への参加者を募集
対象　小学１年～４年生
とき　５月 20 日～１月13 日の毎月第３日曜日（８月
を除く）午後１時 30 分～４時 30 分▷８回シリーズ
ところ　天見公民館
内容　NPO 法人ナックの指導員による森や川での遊
び、竹クラフト、魚釣り、しめ縄作り、自然観察など
定員　30 人（抽選▷初参加者優先）
費用　8000 円（初回時に徴収）
申し込み　往復はがきに住所・氏名（返信用にも記入）、
ふりがな、学校名・学年、生年月日、性別、保護者
氏名を記入して４月 23 日（当日消印有効）までに天
見公民館実行委員会（〒 586-0061岩瀬 1244）へ
※大学生のボランティアリーダーも募集しています。
詳しくは問い合わせを。
�天見公民館（☎ 63-4074）

　この度、天見公民館が地域住民の学習活動に大
きく貢献していることが認められ、文部科学省か
ら優良公民館として表彰されました。これは同館
の自然体験活動を中心とした、「天見子ども自然と
あそびの教室」事業を始め幅広い人とのつながり
を大切にした取り組みが高く評価されたものです。

優良公民館として表彰されました

と　き 内　容 ところなど

４月24日㈫
午前10時～正午

開講式、基調講
演など 市役所

５月１日㈫　午前９時
30分～午後５時

現地見学（延命寺、
観心寺、金剛寺） 市役所集合

５月 10 日㈭　午前９
時30分～午後４時

現地見学（河内長
野～三日市、滝畑）

河内長野駅
集合

５月16 日㈬　午前10
時30分～午後3時 講義など 市役所

▲高さ 72 ㌢ × 横幅
66 ㌢ × 奥行き 32

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や

施
策
、
新
し
い
制
度
な
ど
の
情
報

を
市
職
員
が
出
向
い
て
お
話
し
ま

す
。
具
体
的
な
講
座
内
容
や
申
し

込
み
方
法
な
ど
は
、
各
公
共
施
設

に
備
え
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

折
り
た
た
み

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
棚
を
つ
く
ろ
う

と
き　
５
月
27
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
木き

ん

根こ
ん

館か
ん

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
４
５
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
６
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（kinkonkan@

sinrin.org

▽
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
催

し
名
を
記
入
）
で
同
館
へ

�
木
根
館
（
☎
64
・
８
１
５
１
）

自然の中で魚取りを体験

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

公民館 教室名 とき 定員
（先着順）

申込開始日
（電話で受付）

加賀田公民館
（☎62 -2116）

救命救急講習会 ４月22日㈰
午後1時～４時 20人 ４月５日～

４月15日

後悔しない実家片づけ講座
～家族円満に進める整理のコツ～

４月25日㈬
午後２時～３時30分 30人 ４月５日～

ひきこもり・ニートの若者の支援
～今の子どもの心に起こっていること～

５月16日㈬
午後２時～３時30分 20人 ４月20日～

南花台公民館
（☎63 -1131）

オカリナに挑戦♪
※オカリナ購入費として1350円が必要

5月20日、6月3日、7月1日、
8月5日、9月2日、9月30日の
日曜日（6回シリーズ▷9月30
日は演奏会）　
午前9時30分～10時30分

10人
（小学生） ４月５日～

◉　気軽に参加してみよう　公民館の講座や教室など　◉
※公民館のホームページ（右QRコード参照）などで、対象や費用を確認のうえ、お申し込みください。

河
内
長
野
」
を
テ
ー
マ
に
展
示
を

行
い
ま
す
。

期
間　
４
月
１
日
㈰
～
７
月
29
日
㈰

�
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

本
の
帯
ま
つ
り

　

お
み
く
じ
方
式
で
帯
を
引
く

「
帯
み
く
じ
」
な
ど
、
帯
（
本
に
つ

い
て
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
が

書
か
れ
た
紙
）
を
た
よ
り
に
本
を

選
び
ま
す
。

と
き　
４
月
28
日
㈯
～
５
月
27
日
㈰

と
こ
ろ　
図
書
館

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

え
ぼ
し
が
た
公
園
自
然
観
察
会

■
春
の
小
川
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

と
き　
４
月
15
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

集
合　
天
見
駅
改
札
口

参
加
費　
大
人
３
０
０
円
、
子
ど

も
２
０
０
円
（
家
族
３
人
以
上
は

全
員
で
５
０
０
円
）

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具
、
ザ
ル
や
小
さ
い
バ
ケ
ツ

な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
長
靴
な
ど

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
で
（
サ
ン
ダ

ル
不
可
）
▽
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
で
▽
団
体
参
加
は
事
前
に

相
談
を
。

�
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
の
田

原
さ
ん
（
☎
63
・
１
６
９
２
）

展
示
・
催
し

収
蔵
庫
展
示
「
節
句
幟
」

　
む
か
し
端
午
の
節
句
に
飾
ら
れ

て
い
た
太
閤
秀
吉
な
ど
の
図
柄
の

幟の
ぼ
りを

紹
介
し
ま
す
。

と
き　
４
月
14
日
㈯
～
５
月
27
日

㈰
▽
祝
日
以
外
の
月
曜
日
と
祝
日

の
翌
日
は
休
館

と
こ
ろ　
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

�
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

旧
三
日
市
交
番
第
１
期
常
設
展

　
三
日
市
町
駅
前
に「
多
聞
丸（
楠

木
正
成
）」の
石
像
が
建
立
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、「
楠
木
正
成
と

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

対
象　
20
歳
以
上
で
未
婚
の
男
女

（
た
だ
し
男
性
は
市
内
在
住
・
在
勤

お
よ
び
そ
の
予
定
の
人
に
限
る
）

と
き　
６
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財

の
森
セ
ン
タ
ー

定
員　
男
女
各
20
人
（
抽
選
）

参
加
費　
男
性
５
０
０
０
円
、
女

性
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
５
日
か
ら
５
月

18
日
ま
で
に
市
商
工
会
事
務
局
へ

�
市
商
工
会
事
務
局

（
☎
53
・
９
９
０
０
）

春
サ
イ
ク
リ
ン
グ
～
女
子
編
～

対
象　
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転

車
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
興
味
の
あ

る
女
性
（
初
心
者
歓
迎
）

と
き　
４
月
21
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
１
時

集
合　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

定
員　
５
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
自
転
車
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
レ
ン
タ
ル
す
る
場

合
は
別
途
１
０
０
０
円
が
必
要
）

申
込
み　
４
月
５
日
か
ら
電
話
で

農
林
課
へ

�
農
林
課

森
の
定
点
観
察
～
春
～

　
市
民
の
手
で
よ
み
が
え
っ
た
広

葉
樹
の
森
の
四
季
を
観
察
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

と
き　
４
月
８
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時
▽
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止

集
合　
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

定
員　
15
人
程
度

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
虫
眼
鏡
▽

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
で

参
加
費　
３
０
０
円
（
小
学
生
は

無
料
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

（
☎
�
63
・
５
９
８
６
）

素
浄
瑠
璃
「
絵
本
太
功
記
」

と
き　
５
月
６
日
㈰
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
八
木
邸
（
三
日
市
町
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
６
日
か
ら
電
話

で
山
﨑
さ
ん
へ

�
市
民
講
座
の
会
の
山
﨑
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
２
５
７
・
５
３
１
８
）

春
市

　
花
苗
・
植
木
な
ど
を
販
売
し
ま

す
。
22
日
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
開
催
し
ま
す
。

と
き　
４
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
22
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
寺
ケ
池
公
園

�
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

ボ
ン
ボ
ン
マ
ル
シ
ェ
＆

に
ぎ
わ
い
市

　
河
内
長
野
な
ら
で
は
の
料
理
や

手
作
り
雑
貨
、
音
楽
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

と
き　
４
月
29
日
㈷
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
長
野
商
店
街

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座

（
☎
26
・
７
８
５
８
）

に
ぎ
わ
い
シ
ネ
マ

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

と
き　
４
月
７
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時
30
分

と
こ
ろ　
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座
（
長

野
商
店
街
内
）

参
加
費　
１
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
代
）

�
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座

（
☎
26
・
７
８
５
８
）

図書館だより
☎52-6933 開館時間：午前９時30分～午後８時
インターネット予約もできますご利用ください

■利用者カードの更新手続きを忘れずに
図書館利用者カードの有効期間は発行日から 10
年です。更新手続きには、住所・氏名が確認で
きるものなどが必要です。詳しくは問い合わせを。

■休館日　４月２日㈪・９日㈪・16 日㈪・23 日㈪・30 日㉁

■新刊図書の紹介
◎児童書　青い月の石　トンケ・ドラフト
　　　　　えほん 椋

むく

鳩
はと

十
じゅう

　母ぐま小ぐま　椋鳩十
◎一般書　地検のS　伊

い

兼
がね

源
げん

太
た

郎
ろう

　　　　　
　　　　　樽

た る

とタタン　中島京子
◎その他　ベランダ寄せ植え菜園　たなかやすこ
　　　     職場のハラスメント　大和田敢

かん

太
た

■自動車文庫巡回表（４月１日～５月 4 日）
巡回日 巡回時間 場　　所

４ 月 10 日 ㈫
４月 24 日 ㈫

13:35～14:15 南ケ丘自治会館横
14:30～15:10 大矢船幼稚園北
15:30～16:30 美加の台第２公園

４ 月 11 日 ㈬
４月 25 日 ㈬

13:30～14:10 柳風台第２公園
14:25～15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25～16:25 桐ケ丘第２公園

４月 12 日㈭
４月 26 日㈭

13:35～14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40～15:20 楠ケ丘児童公園
15:40～16:30 旭ケ丘バス方転地

４ 月 13 日 ㈮
４月 27 日 ㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:30～15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25～16:05 清見台２丁目児童公園

４ 月 ３ 日 ㈫
４ 月 17 日 ㈫
５ 月 １ 日 ㈫

13:30～14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30～15:10 荘園町第３公園
15:30～16:30 緑ケ丘中第１公園

４ 月 ４ 日 ㈬
４ 月 18 日 ㈬
５ 月 ２ 日 ㈬

13:45～14:15 天見出合橋空地
14:40～15:40 北青葉台中央公園
15:55～16:25 南青葉台公園

４ 月 ５ 日 ㈭
４ 月 19 日 ㈭
５ 月 ３ 日 ㈷

13:30～14:10 千代田南中央公園
14:25～15:05 市町千代田神社
15:20～16:20 木戸住宅４棟前

４ 月 ６ 日 ㈮
４月 20 日 ㈮
５ 月 ４ 日 ㈷

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:25～15:05 大師町集会所前
15:20～16:00 清見台第２公園

※５月４日㈷は福祉センター錦渓苑が休館日
のため同施設への巡回は休止します。

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験

　
市
と
協
働
で
烏
帽
子
形
公
園
を

整
備
し
て
い
る
「
烏
帽
子
里
山
保

全
ク
ラ
ブ
」
の
指
導
で
、
タ
ケ
ノ

コ
を
掘
り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

と
き　
４
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～

▽
雨
天
中
止

と
こ
ろ　
烏
帽
子
形
公
園

※
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
。

定
員　
20
組
（
抽
選
）

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
（
返
信
用

に
は
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
を
記

入
）、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
催
し
名
を
記
入
し
て
４
月
18

日
（
必
着
）
ま
で
に
（
公
財
）
公

園
緑
化
協
会
（
〒
586
ー
０
０
９
４

小
山
田
町
６
７
４
の
５
）
へ
▽
１

枚
で
４
人
ま
で
有
効
・
重
複
申
し

込
み
不
可

�
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

い
つ
で
も
で
き
る

藍
染
布
の
歴
史
体
験

①
藍
染
め
布
の
く
る
み
ボ
タ
ン

　
好
き
な
布
を
選
ん
で
作
り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

参
加
費　
５
０
０
円

※
直
接
会
場
へ
（
10
人
以
上
の
場

合
は
要
予
約
）。

②
藍
染
め
布
で
つ
く
る
綿
の
実

ネ
ッ
ク
レ
ス

　
好
き
な
布
を
選
ん
で
綿
の
実
を

丸
め
て
布
に
詰
め
ま
す
。
お
好
み

で
ウ
ッ
ド
ビ
ー
ズ
を
追
加
で
き
ま
す
。

対
象　
中
学
生
以
上

参
加
費　
ネ
ッ
ク
レ
ス
７
０
０
円
、

ウ
ッ
ド
ビ
ー
ズ
５
個
セ
ッ
ト
１
０

０
円

と
き　
開
館
日
の
午
前
９
時
30
分

～
11
時
、
午
後
1
時
～
4
時
の
間

で
①
所
要
時
間
約
40
分
、
②
所
要

時
間
約
1
時
間

と
こ
ろ　
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

申
し
込
み　
②
の
み
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
が
必
要
（
休
館
日
を

除
く
）

�
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

映
画
「
人
生
フ
ル
ー
ツ
」

上
映
会

　
名
古
屋
近
郊
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
、
雑
木
林
に
囲
ま
れ
自
給
自
足

に
近
い
生
活
を
営
む
建
築
家
夫
妻

を
追
っ
た
心
温
ま
る
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
女
優

の
樹
木
希
林
さ
ん
。

と
き　
４
月
８
日
㈰
午
後
２
時
～

３
時
40
分
（
開
場
は
午
後
１
時
30

分
）

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

参
加
費　
７
０
０
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
先
着
順
。

�
コ
ノ
ミ
ヤ
テ
ラ
ス
事
務
局

（
☎
０
９
０
・
２
０
１
２
・
９
６
７
０
）

ス
ポ
ー
ツ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

対
象　
小
学
４
年
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　
５
月
26
日
～
来
年
２
月
23

日
の
土
曜
日
の
う
ち
10
回
▽
午
前

９
時
～
正
午
で
初
心
者
コ
ー
ス
、

経
験
者
コ
ー
ス
を
実
施

と
こ
ろ　
寺
ケ
池
公
園
庭
球
場

定
員　
各
コ
ー
ス
10
人
（
抽
選
）

参
加
費　
８
０
０
０
円
（
５
月
12

日
の
抽
選
会
時
に
徴
収
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
ま
で
に
市

民
総
合
体
育
館
へ
（
電
話
不
可
）

�
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
の
上か

み

之の

薗そ
の

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
７
１
３
・

８
５
０
９
）

少
年
・
少
女
野
球
ま
つ
り

　
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ス
ピ
ー

ド
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
野
球

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
オ
リ

ッ
ク
ス
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
野
球
教
室
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住・在
学
の
小
学
生

と
き　
５
月
６
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
赤
峰
市
民
広
場

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
を
。

�
少
年
軟
式
野
球
連
盟
の
島
田
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
８
６
５
５
・
７

７
２
８
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

対
象　
小
学
４
年
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　
４
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯
午

前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

参
加
費　
各
日
２
０
０
円
（
小
中

学
生
は
１
０
０
円
▽
当
日
徴
収
）

持
ち
物　
上
靴

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
を
。

�
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
の
曽そ

碩せ
き

さ

ん
（
☎
65
・
１
７
０
５
）

ち
び
っ
こ
集
ま
れ

わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン

■
親
子
ｄ
ｅ
楽
し
い
運
動
遊
び

対
象　
お
お
む
ね
１
歳
６
か
月
～

３
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
４
月
20
日
㈮
・
27
日
㈮
午

前
10
時
45
分
～
11
時
45
分
（
２
回

シ
リ
ー
ズ
）

と
こ
ろ　
武
道
館

定
員　
20
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　
４
月
９
日
か
ら
電
話

で
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
▽

受
付
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

�
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
☎
56
・
２
０
３
２
）

わ
ん
ぱ
く
相
撲
河
内
長
野
場
所

対
象　
河
内
長
野
・
大
阪
狭
山
市

在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

と
き　
５
月
20
日
㈰

と
こ
ろ　
高
向
小
学
校
体
育
館

定
員　
64
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　
５
月
13
日
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
で
河
内
長
野
青
年
会
議
所
へ

※
同
会
議
所
の
開
所
日
時
は
月
・

金
曜
日
の
午
前
11
時
～
午
後
４
時
。

�
河
内
長
野
青
年
会
議
所

（
☎
53・７
０
０
０
、�
52・２
５
７
５
）

■総合開会式
とき　４月８日㈰午前 10 時～
ところ　市民総合体育館
内容　式典・入場行進など
�総合スポーツ振興会事務局

（赤峰市民広場管理棟内、☎ 26-7660）

■軟式野球大会
対象　高校生以上の市内在住・在勤・在学者
とき　６月３日㈰～８月５日㈰午前７時～（予
備日８月 19 日・26 日）
ところ　寺ケ池公園野球場
申し込み　４月８日～５月 13 日までに赤峰市民
広場管理棟郵便ポストへ
�軟式野球連盟の島田さん

（☎ 090-8655-7728）

■バスケットボール大会
対象　高校生以上の市内在住・在学・在勤者で
構成されたチームとバスケットボール連盟登録
チーム
とき　５月３日㈷午前９時～
ところ　市民総合体育館
種別　一般男子、一般女子
定員　22 チーム（抽選）
参加費　１チーム 3000 円（当日徴収）
申 し 込 み　 ４ 月 ９ 日 ～ 23 日 に 電 子 メ ー ル

（jun50826@yahoo.co.jp ▷種目・チーム名・
代表者名・電話番号を記入）か市バスケットボー
ル連盟の Facebook で
�同連盟の石田さん（☎ 090-3265-3968）

■テニス大会
対象　市内在住・在勤者
とき　５月６日㈰・13 日㈰午前８時 30 分～（予

備日５月 20 日、27 日）
ところ　寺ケ池公園庭球場
種別　一般男子、一般女子、壮年男子（45 歳以上）
の各ダブルス
定員　40 組（抽選）
参加費　１組 1000 円（当日徴収）
申し込み　４月 25 日までに電子メール（kawati
nagano.teniren@gmail.com ▷種目・参加者名・
住所・電話番号、年齢、所属を記入）かファク
ス（FAX62-5479）で
�テニス連盟の夏

な つ

見
み

さん（☎ 63-3559）

■ソフトボール大会
対象　小学生以上の市内在住・在学・在勤者と
団体登録者
とき　５月 13 日㈰～６月 10 日㈰午前 9 時～（予
備日６月 17 日・24 日）
ところ　大師総合運動場
種別　一般男子（15 歳以上）、ジュニア（小学生）
参加費　１チーム 3000 円（当日徴収▷ジュニ
アは無料）
申し込み　４月 23 日までに赤峰市民広場管理棟
郵便ポストへ
�ソフトボール連盟の蔭

か げ

原
は ら

さん（☎ 56-5386）

■ゲートボール大会
対象　小学４年生以上の市内在住・在学・在勤
者で構成された５～８人のチーム
とき　５月 19 日㈯午前９時～（予備日５月 26
日）
ところ　大師総合運動場
申し込み　４月 21 日までに電話かファクス

（チーム名、名前、電話番号を記入）で
�ゲートボール連盟の中谷さん

（☎� 56-2515）

◎市民スポーツ大会◎

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

◉
編
集
後
記

▼
滝
畑
ダ
ム
の
周
り
を
自

転
車
で
走
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
気
持
ち
の
い
い
季
節
な

の
で
、子
ど
も
と
い
っ
し
ょ

に
走
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
（
伊
藤
）
▼
今
月
号

で
は
お
知
ら
せ
記
事
を
可

能
な
限
り
集
約
し
て
焦
点

や
取
材
記
事
を
充
実
し
て

み
ま
し
た
。
新
企
画
も
盛

り
だ
く
さ
ん
。
各
担
当
課

の
ま
ち
へ
の
想
い
が
伝
わ

り
ま
し
た
か
（
東
）
▼
新

企
画
奥
河
内
ご
ち
そ
う
レ

シ
ピ
の
取
材
へ
。
今
回
の

食
材
は
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
。
普
段
あ
ま
り
食
べ
る

機
会
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
食
感
が
よ
く
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
食
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
（
道
仙
）

卓
球
普
及
講
習
会

　
基
礎
技
術
練
習
と
ダ
ブ
ル
ス
の

団
体
戦
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き　
５
月
12
日
㈯
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　
５
月
２
日
ま
で
に
同

館
へ
（
電
話
不
可
）

�
卓
球
連
盟
の
森
さ
ん

（
☎
53
・
２
６
９
０
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
市
民
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め
に
は
受

講
が
必
要
で
す
。

対
象　
16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者

と
き　
４
月
７
日
㈯
＝
午
前
10
時

～
、
４
月
20
日
㈮
と
５
月
23
日
㈬

＝
午
後
７
時
～
、
５
月
13
日
㈰
＝

午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

内
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
知

識
や
機
器
の
使
用
説
明
な
ど

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
し
込
み　
電
話
で
市
民
総
合
体

育
館
へ

※
有
効
期
限
か
ら
６
か
月
ま
で
に
更

新
し
て
い
な
い
人
は
再
受
講
が
必
要

▽
紛
失
に
よ
る
再
発
行
は
手
数
料

２
０
０
円
が
必
要
▽
障
が
い
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
ご
提
示
を
。

�
市
民
総
合
体
育
館

（
☎
65
・
０
１
２
１
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
普
及
教
室

①
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
き　
４
月
18
日
㈬
午
前
10
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

②
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
筋
ト
レ

と
き　
５
月
８
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

③
小
学
生
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

対
象　
市
内
在
住・在
学
の
小
学
生

と
き　
４
月
18
日
㈬
午
後
５
時
30

分
～
６
時
45
分

と
こ
ろ　
西
代
会
館

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

定
員　
①
15
人
、
②
③
10
人
（
先

着
順
）

参
加
費　
各
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　
４
月
６
日
か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
）
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
の
各
担
当
講
師
へ

�
①
森
渕
さ
ん
（
☎
�
54
・
３
８

３
４
）、
②
磯
脇
さ
ん
（
☎
�
65
・

０
４
５
０
）、
山
本
さ
ん
（
☎
�

50
・
２
１
２
９
）

募

　集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
公
益
活
動

団
体
紹
介
冊
子
へ
の
掲
載
団
体

　
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」
が
発
行
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
公
益
活
動
団
体

紹
介
冊
子
に
掲
載
を
希
望
す
る
新

規
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
公
益
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体

申
し
込
み　
る
ー
ぷ
ら
ざ
に
あ
る

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
５
月
31

日
ま
で
に
同
施
設
へ

�
る
ー
ぷ
ら
ざ

（
☎ 

53
・
８
１
０
０
）

日
本
語
サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
在
住
外
国
人
の
日
本
語
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象　
国
際
交
流
協
会
の
「
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
ま
た
は

他
機
関
の
日
本
語
教
育
に
関
す
る

講
座
を
受
講
し
た
経
験
の
あ
る
人

で
、
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
～
８

時
に
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
す

る
教
室
に
参
加
で
き
る
人

募
集
人
数　
若
干
名
（
抽
選
）

申
し
込
み　
４
月
25
日
ま
で
に
電

話
か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-w

eb.jp

▽
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、
受
講
し
た
講
座
名
、
機

関
名
を
記
入
）
で
同
協
会
へ

�
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

ゆ
う
☆
ゆ
う
フ
レ
ン
ド

■
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
の
た

め
に

　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
登
校

を
援
助
す
る「
適
応
指
導
教
室（
ゆ

う
☆
ゆ
う
ス
ペ
ー
ス
）」
や
「
校
内

適
応
指
導
教
室
」
で
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
を
支
援
し
た
り
、
話
し

相
手
や
遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
子
ど
も
へ
の
理
解
と
情
熱

を
持
ち
、
教
育
・
福
祉
・
心
理
に

関
心
の
あ
る
大
学
生
な
ど

期
間　
５
月
中
旬
～
来
年
３
月
中

旬
の
平
日
で
週
１
日
程
度

申
し
込
み　
４
月
30
日
ま
で
に
適
応

指
導
教
室
（
千
代
田
公
民
館
横
）へ

�
適
応
指
導
教
室

（
☎
56
・
３
４
３
９
）

相　談 ※相談はすべて無料です。気軽にご利用を。★は要予約です。

相談名 予約・問い合わせ 内容 とき ところ 相談員

行政相談 自治協働課 行政に対する苦情や要望など
の相談

４月３日㈫・17 ㈫
午前 10 時～正午 市役所 行政相談

委員

法律相談★ 自治協働課 不動産や金銭貸借、離婚・相
続などの相談

毎週水曜日
午後１時～４時 30 分 市役所 弁護士

法務・法律
相談★

NPO 法人研志会の栗山さん
（☎ 63-0811）
※土日祝日を除く

相続・遺言・成年後見制度な
ど日常生活の様々な法律上の
問題についての相談

４月15 日㈰
午後１時 30 分～４時

ノバティ
ホール

弁護士
行政書士
社 会 保 険 労
務士など

行政書士
相談★

行政書士グループ“あんし
ん相談ねっと”の古川さん

（☎ 22-5876）

相続・遺言、成年後見制度、
離婚協議書、契約・内容証
明などの相談

４月14 日㈯
午後１時 30 分～４時 30
分

ラブリー
ホール 行政書士

司法書士
法律相談

河内長野司法書士グループの
増田さん（☎ 55-0882）

不動産の相続・売買や会社設
立の登記手続き、債務整理、
成年後見制度などの相談

４月14 日㈯
午後１時～３時

ノバティ
ホール 司法書士

人権相談★ 人権推進課 人権全般・人権侵害、心配ご
となどの相談

毎週火曜日
午前 10 時～午後１時 市役所 人権擁護

委員

女性相談★ 男女共同参画センター
（☎ 54-0003） 家族関係・DV などの相談 毎月第２水曜日、第３土曜

日、第４水曜日 キックス 女性カウ
ンセラー

就労支援相談
（若者）★

南河内地域若者サポート
ステーション（☎ 26-9441）

就労に不安を持つ 39 歳以下の
若者とその家族に対する相談

4 月18 日㈬、5 月２日㈬・
16 日㈬午後１時～５時 市役所 同ステーシ

ョン相談員
就労支援相談

（40歳以上）★ 産業観光課 就労に不安を持つ 40 歳以上の
人に対する相談

申込者の都合に合わせて日
程調整が可能

（一社）大阪青少年支
援機構ポラリス事務所

就労支援
相談員

労働相談★ 産業観光課 賃金未払い・パワハラ・セクハ
ラなどの相談

申込者の都合に合わせて日
程調整が可能

相談員の事務
所など

社会保険
労務士

ひきこもり等
相談★ 地域教育推進課 社会参加に不安を持つ 40 歳く

らいまでの人に対する相談
4 月12 日㈭
午前 10 時～正午 キックス NPO 法人

相談員

心配ごと相談 社会福祉協議会
（☎ 65-0133） 悩み・困りごとなどの相談 4 月11日㈬・25 日㈬

午前 10 時～正午
社会福祉協議
会

民生委員・
児童委員

育児相談★ あいっく（☎ 50-4664） 子育てに関する悩みなどの相談
①水曜日を除く毎日午前 10
時～午後５時 30 分②月～
金曜日午前 10 時～午後５
時 30 分（祝日を除く）

①あいっく②
子育て支援セ
ンターちよだ
だい

保育士など

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
２
月
分
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
人
数　
25
人（
26
件
）

◎
金
額　
58
万
８
千
円

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

パ
ル

　
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
子
ど

も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
と
交
流

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
高
校
生
～
25
歳

申
し
込
み　
地
域
教
育
推
進
課
へ

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
可

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

貸
農
園
入
園
希
望
者

対
象　
市
内
在
住
者

申
し
込
み　
Ｊ
Ａ
大
阪
南
千
代
田

支
店
へ

定
員　
若
干
数
（
抽
選
）

①
ひ
ょ
う
た
ん
池
ふ
れ
あ
い
農
園

と
き　
４
月
19
日
㈭
午
前
10
時
～

持
ち
物　
入
園
料
（
１
万
円
～
１

万
４
０
０
０
円
程
度
）
と
印
鑑

②
向
野
町
ア
メ
ニ
テ
ィ
農
園

と
き　
４
月
12
日
㈭
午
前
10
時
～

持
ち
物　
入
園
料
（
１
万
２
千
円

～
１
万
５
０
０
０
円
程
度
）と
印
鑑

�
Ｊ
Ａ
大
阪
南
千
代
田
支
店

（
☎
53
・
２
３
０
８
）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶



36

河内長野市で働く若者の仕事と暮らし

天野山保育園の角
す み

 明
あ き

恵
え

さん

【取材協力】天野山保育園
天野町 295-1（☎ 52-5819）
緑に囲まれたアットホームな保
育園。田植えや野菜の収穫など
自然に親しみながら食育を学べ、
普段の遊びでは元気いっぱい体
を動かし、のびのびと過ごせま
す。通園バスも運行し、送迎の
負担軽減を図っています。

休日はのんびりしたり、同僚と山登り
休日は洗濯や掃除をしたり、エレクトーンでディズニー
の曲を弾いたりして過ごします。高校時代は陸上部で短距
離走とやり投げをしていたので、園の運動会のリレーでは
ちょっぴり活躍。体を動かすことが大好きなので山登りにも
行きます！去年の秋には岩湧山のススキがきれいでした。と
はいっても、和歌山の実家が恋しくなると、原付バイクで紀
見トンネルを超えて帰ることも。時々、両親が栽培している、
はっさくの収穫を手伝います。

１

　
河
内
長
野
市
内
で
働
く
若
者
た

ち
の
日
常
を
取
材
し
、こ
の
ま
ち
で

暮
ら
し
続
け
る
魅
力
を
お
届
け
す

る
新
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
り
ま
す
。

　
第
１
回
は
短
期
大
学
を
卒
業
後
、

天
野
山
保
育
園
で
保
育
士
と
し
て

８
年
目
を
迎
え
る
角
明
恵
さ
ん
で
す
。

　
角
さ
ん
は
毎
朝
、
自
宅
か
ら
職

場
ま
で
バ
イ
ク
で
約
10
分
の
距
離

を
通
勤
し
、
早
い
時
は
７
時
前
に

出
勤
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

保
育
園
で
は
す
べ
て
の
年
齢
の
担

任
を
経
験
し
、
昨
年
度
に
は
４
歳

児
20
人
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
角
さ
ん
は
人
見
知
り

す
る
性
格
で
、
保
護
者
へ
の
対
応

や
関
係
づ
く
り
に
悩
ん
だ
こ
と
も
。

そ
れ
で
も
、
真
面
目
で
信
頼
感
の

あ
る
仕
事
ぶ
り
は
園
長
先
生
も
太

鼓
判
を
押
す
ほ
ど
。
卒
園
式
で
保

護
者
か
ら
の
お
礼
の
言
葉
に
感
極

ま
っ
て
号
泣
し
た
こ
と
が
一
番
の

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
性
格
と
園
の
環
境
が
あ

っ
て
る
な
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
素
敵
な

笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
散
歩
、
お
絵
か
き
、
ま
ま
ご
と

だ
け
で
な
く
、
食
事
や
着
替
え
が

で
き
る
よ
う
援
助
し
た
り
、
友
だ

ち
と
の
関
わ
り
方
を
伝
え
る
な
ど

も
私
た
ち
保
育
士
の
大
切
な
役
割

で
す
」
と
物
静
か
に
語
る
角
さ
ん
。

　
立
つ
・
歩
く
な
ど
成
長
が
分
か

り
や
す
い
乳
幼
児
と
は
違
い
、
年

中
で
は
じ
っ
く
り
と
成
長
に
寄
り

添
え
る
そ
う
で
、「
４
月
に
は
落
ち

着
き
が
な
か
っ
た
子
が
１
年
間
で

驚
く
ほ
ど
成
長
し
嬉
し
く
な
り
ま

す
」
と
、
今
の
仕
事
の
や
り
が
い

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

毎月４日までに広報紙が届かない場合は、配送業者㈱ダイコク（ 0120-603-912、土・日・祝日を除く）へ
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療
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